
二
八
九

『
典
雅
詞
』
及
び
『
燕
喜
詞
』
諸
本

561

は
じ
め
に

『
燕
喜
詞
』
は
宋
人
曹
冠
の
詞
集
で
あ
り
、『
典
雅
詞
』
に
收
錄
さ
れ
て
傳
わ
っ
た
。

『
典
雅
詞
』
の
編
者
は
明
確
で
は
な
い
が
、
趙
萬
里
、
祝
尙
書
、
吳
熊
和
の
硏
究
に

據
っ
て
、
陳
起
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
『
典
雅
詞
』
の
著
者
に
つ
い
て

言
及
し
た
の
は
趙
萬
里
で
あ
る
。
趙
氏
は
『
校
輯
宋
金
元
人
詞①
』
の
序
文
に
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

更
以
江
陰
繆
氏
藏
本
行
款
推
之
、
半
葉
十
行
、
行
十
八
字
、
與
汲
古
閣
影
宋
陳
氏

書
棚
本
趙
以
夫
虛
齋
樂
府
、
許
棐
梅
屋
詩
餘
、
戴
復
古
石
屛
長
短
句
均
合
。
平
闕
之

式
亦
有
同
者
、
與
毛
氏
影
宋
本
知
稼
翁
詞
、
和
石
湖
詞
、
辛
稼
軒
詞
亦
無
不
合
、
殆

均
爲
陳
氏
書
棚
所
刻
。

更
に
江
陰
の
繆
氏
藏
本
の
行
款
を
以
て
之
を
推
せ
ば
、
半
葉
十
行
、
行
十
八
字
、

汲
古
閣
の
影
宋
陳
氏
書
棚
本
趙
以
夫
の
虛
齋
樂
府
、
許
棐
の
梅
屋
詩
餘
、
戴
復
古
の

石
屛
長
短
句
と
均
し
く
合
す
。
平
闕
の
式
も
亦
た
同
じ
く
す
る
者
有
り
、
毛
氏
影
宋

本
の
知
稼
翁
詞
、
和
石
湖
詞
、
辛
稼
軒
詞
と
亦
た
合
せ
ざ
る
無
し
、
殆
ん
ど
均
し
く

陳
氏
書
棚
の
刻
す
る
所
と
爲
す
。

趙
萬
里
は
『
典
雅
詞
』
は
南
宋
臨
安
の
陳
氏
書
棚
に
よ
っ
て
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
判
斷
し
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
祝
尙
書
は
『
宋
人
總
集
叙
錄
』
で
「
雖
直
接
的

文
獻
依
據
尙
嫌
不
足
、
但
有
一
定
說
服
力
、
故
當
代
詞
學
硏
究
者
多
從
其
說
（
如
吳
熊

和
『
唐
宋
詞
通
論
』）。
本
書
姑
從
之
。②
」
と
述
べ
、『
典
雅
詞
』
の
著
者
の
箇
所
に
「
陳

起　

編
」（『
宋
人
總
集
叙
錄
』、
三
三
九
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
吳
熊
和
の
『
唐
宋

詞
通
論
』
を
檢
す
る
と
、
第
六
章
『
詞
籍
』「
典
雅
詞
」
に
「
錢
塘
陳
氏
書
棚
刊
行③
」

と
記
し
て
い
る
。

時
代
を
久
し
く
經
て
、
散
逸
も
多
い
の
で
、『
典
雅
詞
』
に
も
と
も
と
收
錄
さ
れ
て

い
た
具
體
的
な
詞
集
の
數
は
既
に
知
る
よ
し
が
な
く
、
現
存
す
る
限
ら
れ
た
資
料
か

ら
そ
の
一
端
を
窺
う
し
か
方
法
が
な
い
。
考
證
で
き
る
範
囲
で
『
典
雅
詞
』
を
最
も

早
く
論
じ
た
人
物
は
朱
彝
尊
で
あ
る
。
朱
氏
は
か
つ
て
『
典
雅
詞
』
を
六
册
（
或
は
三

册
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
）
を
入
手
し
た
が
、
そ
の
跋
文
「
跋
典
雅
詞
」
に
「『
典
雅

詞
』、不
知
凡
幾
十
册
。（
中
略
）
考
正
統
文
淵
閣
書
目
止
著
諸
家
詞
三
十
九
册
、而
無

典
雅
之
名
、疑
卽
是
書
（『
典
雅
詞
』
は
凡
て
幾
十
册
な
る
か
を
知
ら
ず
。（
中
略
）
考
う
る

に
正
統
文
淵
閣
書
目
に
止
だ
諸
家
詞
三
十
九
册
を
著
す
の
み
に
し
て
、
典
雅
の
名
無
し
、
疑
う

ら
く
は
卽
ち
是
の
書
な
ら
ん
）④
」
と
述
べ
て
い
る
。
朱
氏
の
跋
に
據
れ
ば
、『
典
雅
詞
』

は
少
な
く
と
も
數
十
册
あ
り
、
所
收
の
詞
集
は
お
そ
ら
く
百
種
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
存
す
る
『
典
雅
詞
』
は
極
少
數
で
あ
る
。
趙
萬
里
は
『
校
輯
宋
金
元
人

詞
』
の
序
文
に
「
傳
世
典
雅
詞
、至
少
有
十
九
種
矣⑤
」
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
十
九

種
の
詞
集
を
擧
げ
る
と
、
姚
述
堯
『
簫
臺
公
餘
詞
』、
倪

『
綺
川
詞
』、
邱
崈
『
文

定
公
詞
』（
こ
の
三
種
『
千
頃
堂
書
目
』、『
宋
史
藝
文
志
補
』
竝
著
、
卽
ち
三
種
本
）、
陳
允

平
『
西
麓
繼
周
集
』、
曹
冠
『
燕
喜
詞
』、
趙
磻
老
『
拙
菴
詞
』、
李
好
古
『
碎
錦
詞
』、

『
典
雅
詞
』
及
び
『
燕
喜
詞
』
諸
本

靳　
　
　

春　

雨
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馮
取
洽
『
雙
渓
詞
』、
袁
去
華
『
袁
宣
卿
詞
』、
程
大
昌
『
文
𥳑
公
詞
』、
胡
銓
『
澹
菴

長
短
句
』、
失
名
『
章
華
詞
』、
劉
子
寰
『
篁
㟳
詞
』、
阮
閱
巢
令
君
『
阮
戶
部
詞
』、

黃
公
度
『
知
稼
翁
詞
』、
陳
亮
『
龍
川
詞
』、
侯
寘
『
孄
窟
詞
』（
江
陰
繆
氏
傳
鈔
汲
古
閣

本
、
卽
ち
十
四
種
本
）
及
び
歐
良
『
撫
掌
詞
』、
張
輯
『
東
澤
綺
語
債
』（
歐
張
二
本
は
勞

權
所
見
朱
彝
尊
藏
本
、
卽
ち
十
種
本
）、
計
十
九
種
で
あ
る
。
實
は
勞
權
が
寫
し
た
朱
彝

尊
藏
本
は
歐
張
二
本
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、李
綱
の
『
丞
相
李
忠
定
公
長
短
句
』
及

び
勞
權
が
增
入
し
た
張
輯
『
淸
江
漁

』
と
い
う
二
本
を
加
え
る
と
、
二
十
一
種
と

な
る
。
ま
た
鄧
子
勉
は
上
海
圖
書
館
所
藏
吳
湖
帆
舊
藏
本
『
典
雅
詞
』
六
種
本
を
發

見
し
、
張
掄
『
蓮
社
詞
』、
京

『
松
坡
居
士
詞
』
二
種
を
補
う
こ
と
を
得
た
。
鄧
氏

は
ま
た
繆
荃
孫
の
『
目
錄
詞
小
說

錄
目
』
卷
二
の
記
載
に
よ
り
、
陳
允
平
の
『
日

湖
漁
唱
』
一
卷
『
補
遺
』
一
卷
『
續
補
遺
』
一
卷
は
『
典
雅
詞
』
よ
り
出
た
も
の
で

あ
る
と
述
べ
た
。
そ
う
す
る
と
、
現
存
す
る
『
典
雅
詞
』
に
所
收
の
詞
集
は
二
十
四

種
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

『
典
雅
』
と
い
う
名
前
が
附
け
ら
れ
た
時
代
に
つ
い
て
、趙
萬
里
は
先
述
の
序
文
で

「
宋
世
舊
題
」
と
述
べ
て
い
る
。
按
ず
る
に
、現
存
資
料
で
は
、『
永
樂
大
典
』
に
『
典

雅
詞
』
の
名
前
が
既
に
現
れ
て
い
る
。『
永
樂
大
典
』
卷
一
〇
九
九
九
に
「
丘
宗
卿
典

雅
詞
」「
浪
淘
沙
・
朱
都
大
知
荊
州
作
次
韻
謝
之⑥
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
た
め
、『
典

雅
』
を
「
宋
世
舊
題
」
と
す
る
の
は
閒
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

小
稿
は
『
典
雅
詞
』
の
收
錄
狀
況
及
び
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
の
『
燕
喜
詞
』
諸
本

と
そ
の
流
傳
狀
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
は
詞
集
『
典
雅
詞
』
か
ら
見
て
い
き

た
い
。

一　
『
典
雅
詞
』
の
諸
本

１　

十
四
種
本

（
1
）
靜
嘉
堂
文
庫
藏
毛
氏
汲
古
閣
影
宋
鈔
本

こ
の
本
は
か
つ
て
村
上
哲
見
先
生
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
內
容
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

仿
宋
大
字
精
鈔
、
每
册
有
書
箋
、
上
邊
題
書
名
及
撰
者
名
、
下
邊
題
「
典
雅
詞
幾

（
壹
至
伍
）」
四
字
、
半
葉
十
行
、
行
十
八
字
、
白
口
左
右
雙
邊
、
鈐
「
汲
古
閣
」、「
子

晉
」、「
毛
扆
之
印
」、「

季
」
諸
印
、
其
爲
汲
古
原
鈔
、
不
容
懐
疑
、
又
有
黃
丕
烈
、

蔡
廷
相
、
陸
樹
聲
等
諸
家
印
記⑦
。

影
宋
鈔
本
は
五
册
。
各
册
の
收
錄
內
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
册
典
雅
詞
壹　
『
西
麓
繼
周
集
』
陳
允
平
衡
仲

第
二
册
典
雅
詞
貳　
『
燕
喜
詞
』
曹
冠
宗
臣　
『
拙
菴
詞
』
趙
磻
老
渭
師　
『
碎
錦
詞
』

李
好
古　

第
三
册
典
雅
詞
　
『
雙
渓
詞
』
馮
取
洽
煕
之　
『
袁
宣
卿
詞
』
袁
去
華
宣
卿　
『
文
𥳑

公
詞
』　

程
大
昌
泰
之

第
四
册
典
雅
詞
肆　
『
澹
菴
長
短
句
』
胡
銓
邦
衡　
『
章
華
詞
』『
篁
㟳
詞
』
劉
子
寰
圻

父　
『
阮
戶
部
詞
』
阮
閱

第
五
册
典
雅
詞
伍
『
知
稼
翁
詞
』
黃
公
度
師
憲　
『
龍
川
詞
』
陳
亮
同
甫　
『
孄
窟
詞
』

侯
寘
彥
周

（
2
）  
日
本
國
會
圖
書
館
・
京
大
人
文
科
學
硏
究
所
藏
本
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
覆
寫
に

よ
る
）

こ
の
本
は
繆
荃
孫
藏
鈔
本
で
あ
り
、
美
國
國
會
圖
書
館
攝
國
立
北
平
圖
書
館
藏
鈔

本
膠
片
景
照
で
あ
る
。
五
册
、
烏
絲
欄
、
左
右
雙
邊
、
單
魚
尾
。
白
口
。
半
葉
十
行
、
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行
十
八
字
。
卷
首
鈐
「
藝
風
堂
／
藏
書
」、「
荃
孫
」、「
國
立
北
／
平
圖
書
／
館
所
藏
」、

「
友
季
所
見
」
印
。
第
一
册
末
「
古
書
流
通
處
」
印
。
每
册
の
卷
末
に
批
注
「
尊
嶽
校

讀
」、
鈐
「
近
知
／
詞
人
」
印
。
し
か
し
、
五
册
を
通
し
て
校
讎
を
加
え
た
痕
跡
が
見

ら
れ
な
い
。

繆
荃
孫
藏
抄
本
の
據
所
に
つ
い
て
王
重
民
は
『
中
國
善
本
書
提
要
』
六
八
三
頁
に

「
卷
內
有
荃
孫
、
藝
風
堂
藏
書
等
印
記
、
考
藝
風
藏
書
續
記
載
是
書
、
不
言
所
自
。（
中

略
）
然
謂
爲
出
於
彝
尊
藏
本
、當
無
可
疑
」
と
述
べ
た
が
、こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
朱

彝
尊
藏
本
に
收
錄
さ
れ
る
詞
集
は
繆
本
と
異
な
る
た
め
、別
系
統
の
鈔
本
で
あ
る
（
詳

し
く
は
後
述
す
る
）。
ま
た
台
灣
國
家
圖
書
館
藏
鈔
本
（
五
册
、淸
烏
絲
欄
鈔
本
。
現
藏
國

立
故
宮
博
物
院
圖
書
館
）
は
同
じ
く
原
國
立
北
平
圖
書
館
藏
鈔
本
膠
片
で
あ
る
。

（
3
）
南
京
圖
書
館
藏
丁
丙
鈔
本

五
册
、
烏
絲
欄
、
左
右
雙
邊
、
單
魚
尾
、
白
口
。
半
葉
十
行
、
行
十
八
字
。
鈐

「
八
千
卷
樓
珍
藏
善
本
」、「
錢
塘
丁
氏
正
修
堂
藏
書
」「
嘉
惠
堂
丁
氏
藏
書
之
印
」⑧
。
こ

の
丁
丙
鈔
本
の
所
收
は
上
記
の
汲
古
閣
本
と
同
じ
で
あ
る
。

鄧
氏
は
「
繆
氏
藏
本
與
丁
氏
藏
本
比
對
、
除
『
西
麓
繼
周
集
』
排
列
的
次
第
等
略

有
出
入
外
、
其
餘
種
類
、
行
款
及
存
佚
狀
況
悉
合
。⑨
」
と
述
べ
て
い
る
。

２　

十
種
本
（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
勞
權
鈔
校
本
）

上
記
の
十
四
種
鈔
本
は
毛
晉
汲
古
閣
影
宋
鈔
本
を
源
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
異

な
る
系
統
の
鈔
校
本
が
存
在
す
る
。
卽
ち
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
勞
權
鈔
校
本
で

あ
る
。
十
種
本
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
典
雅
詞
』
十
種　

勞
權
鈔
校
本　

三
册

正
文
及
び
目
錄
、
無
界
十
行
、
行
十
八
字
。
版
心
白
口
、
無
魚
尾
。「
詞
集
名　
　

（
丁
附
）」。
本
文
に
は
朱
筆
を
用
い
て
評
點
・
訂
正
を
加
え
る
。
墨
筆
や
朱
點
、
朱
圈

が
往
々
に
見
ら
れ
る
。
總
目
が
な
く
、
每
卷
首
に
目
錄
を
置
く
。
每
册
の
表
紙
左
邊

に
「
典
雅
詞　

竹

先
生
藏
本
」
と
題
す
。

第
一
册
表
紙
に
「
梁
溪
詞　

補
遺　

丹
鉛
精
舍
輯
／
撫
掌
詞
／
東
澤
綺
語　

補

遺  

丹
鉛
精
舍
輯
／
淸
江
漁
　

丹
鉛
精
舍
」
と
題
す
。

首
は
「
丞
相
李
忠
定
公
長
短
句
目
錄
」、次
行
低
四
格
詞
調
。
目
錄
の
末
に
接
し
て

「
笑
不
知
天
命
明
珠
玉
斗
漫
今
撞
碎
」
と
あ
り
、
本
文
は
目
錄
の
四
首
目
の
「
水
龍

吟
・
光
武
戰
昆
陽
」
か
ら
始
ま
る
。
目
錄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
第
一
首
「
望
江
南
」、

第
二
首
「
傳
調
虞
美
人
」、第
三
首
「
水
龍
吟
」
は
本
文
に
鈔
さ
れ
て
い
な
い
。
本
文

十
四
葉
。「
一
剪
梅
」（
數
點
梅
花
玉
〔
雪
〕
嬌
）
と
次
首
「
萬
古
秣
陵
」
の
閒
に
詞
調

「
玉
蝴
蝶
」
三
文
字
が
補
入
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
『
丞
相
李
忠
定
公
長
短
句
補
遺
』

「
西
江
月
・
贈
友
人
家
侍
兒
名
鶯
鶯
者
（
小
字
雙
行
）」「
樂
府
雅
詞
拾
遺
上
」
一
葉
。

末
に
「
嘉
煕
元
年
九
月
中
澣
莆
田
劉
克
遜
」
の
序
文
一
葉
。「
撫
掌
詞
目
錄
」、
次
行

低
二
格
詞
調
。
本
文
は
八
葉
。

次
空
一
葉
、「
東
澤
綺
語
目
錄
」
一
葉
。
本
文
は
十
九
葉
か
ら
廿
五
葉
ま
で
で
あ

る
。
廿
六
葉
目
は
「
東
澤
綺
語
補
遺
」、「
豆
葉
黃
」（
淸
明
小
院
）、「
謁
金
門
・
春
恨
」

（
花
事
淺
方
）、「
徵
招
」（
飛
鴻
又
作
）「
陽
春
白
雪
」
三
首
を
補
入
し
て
い
る
。
次
空
一

葉
、「
淸
江
漁

目
錄
」、
本
文
五
葉
。

第
二
册
、
表
紙
に
「
雙
溪
詞
／
袁
宣
卿
詞
／
程
文
𥳑
公
詞
」
と
題
す
。

首
は
「
雙
溪
詞
目
錄
」
一
葉
。
本
文
は
第
一
葉
か
ら
第
九
葉
ま
で
で
あ
り
、
第
十

葉
か
ら
十
四
葉
ま
で
は
詞
調
の
み
鈔
し
て
お
り
、
本
文
は
空
白
で
あ
る
。
ま
ま
他
本

よ
り
補
入
す
る
部
分
が
あ
り
、
詳
細
は
後
に
錄
す
。
次
空
一
葉
、「
袁
宣
卿
詞
」（
目

錄
）
二
葉
、
本
文
廿
七
葉
。
廿
五
、
廿
六
葉
の
本
文
に
朱
圈
を
施
し
て
い
る
。
次
空

一
葉
、「
文
簡
公
詞
目
錄
」
一
葉
、
本
文
十
三
葉
、
最
後
の
「
水
調
歌
頭
」
は
「
紅
樹

迎
風
舞
髣
髴
采
衣
雲
容
應
應
爲
虞
侍
分
附
」
の
一
句
の
み
で
あ
る
。
第
三
葉
、
七
葉

本
文
に
朱
點
や
朱
圈
を
加
え
る
部
分
が
あ
る
。

第
三
册
、
表
紙
に
「
燕
喜
詞
／
拙
菴
詞
／
碎
錦
詞　

補
遺　

丹
鉛
精
舍
輯
／
咸
豐
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壬
子
夏
借
知
不
足
齋
所
藏
／
曝
書
亭
傳
錄
宋
鈔
本
影
寫
／
丹
鉛
生
題
」
と
題
す
。
首

は
「
燕
喜
詞
敘
」
三
葉
。
次
に
「
燕
喜
詞
目
錄
」
一
葉
。
本
文
十
九
葉
。
第
二
十
葉

は
白
紙
で
あ
り
、
た
だ
し
中
縫
に
「
原
鈔
缺
末
葉
」
と
あ
る
。
一
葉
空
白
し
て
「
拙

菴
詞
目
錄
」
半
葉
。
本
文
五
葉
。
次
は
一
葉
空
白
し
て
「
碎
錦
詞
目
錄
」
半
葉
、
た

だ
し
中
縫
に
「
原
鈔
缺
今
補
」
と
あ
る
。
本
文
四
葉
。
第
五
葉
は
「
碎
錦
詞
補
遺
」、

「
謁
金
門
」（
花
過
雨
）「
陽
春
白
雪
」
一
首
あ
る
。
最
後
朱
彝
尊
の
「
跋
典
雅
詞
」
が

あ
っ
て
、
下
記
の
ご
と
く
い
う
。

典
雅
詞
不
知
凡
幾
十
册
予
未
通
藉
時
得
一
册
於
慈
仁
寺
集
牋
皆

羅
紋
惟
書
法
潦
草
蓋
宋
日
胥
史
所
鈔
南
渡
以
後
諸
公
詞
也
後
予

分
纂
一
統
志
昆
山
徐
尙
書
請
于
朝
權
發
明
文
淵
閣
書
用
資
考

證
大
學
士
令
中
書
舍
人
六
員
編
所
存
書
目
中
亦
有
典
雅
詞
一
册

予
亟
借
鈔
其
副
以
原
書
還
庫
始
知
（
是
）
編
爲
中
秘
所
儲
典
雅
詞
也
既
而
工
部

郞
靈
壽
傳
君
以
家
藏
鈔
本
（
詞
）
一
册
貽
予
則
尺
度
題
牋
與
予
曩
所
購

無
異
考
正
統
中
文
淵
閣
書
目
止
著
諸
家
詞
三
十
九
册
而
無
典
雅

之
名
疑
卽
是
書
著
錄
者
未
之
詳
爾
予
所
得
不
及
十
之
二
然
合
離
聚
散
之
故

可
以
感
也⑩

括
弧
に
あ
る
「
是
」「
詞
」
は
勞
權
が
朱
筆
で
添
え
た
文
字
で
あ
る
。

印
記
：
首
册
首
葉
「
曾
在
趙
元
方
家
」
朱
文
長
方
印
、「
勞
權
／
之
印
」
白
文
方

印
、「
北
京
／
圖
書
／
館
藏
」
朱
文
方
印
。
卷
尾
「
趙
氏
／
元
方
」
朱
文
方
印
。
第
二

册
護
葉
「
蕭
山
朱
氏
／
所
藏
舊
本
」
白
文
長
方
印
、「
雙
溪
詞
目
錄
」
首
「
翼

／
鑑

賞
」
朱
文
方
印
、「
勞
權
／
之
印
」
白
文
方
印
。『
雙
溪
詞
』
本
文
首
「
無
悔
齋
藏
」

朱
文
長
方
印
、「
一
廛
／
十
駕
」
朱
文
小
印
。『
袁
宣
卿
詞
』
目
錄
首
「
勞
權
／
之
印
」

白
文
方
印
。
第
三
册
首
葉
「
曾
在
趙
元
方
家
」
朱
文
長
方
印
、「
趙

／
珍
藏
」
白
文

方
印
。「
燕
喜
詞
目
錄
」
首
「「
勞
權
／
之
印
」
白
文
方
印
。
卷
末
「
北
京
／
圖
書
／

館
藏
」
朱
文
方
印
。

　
　
『
典
雅
詞
』
十
種
本
眉
批

錄

　
　
　
　
　

上
段
は
詞
調
名
、
中
段
は
批
注
の
該
當
部
分
、
下
段
は
批
注
の
錄

文
で
あ
る
。

第
一
册

『
撫
掌
詞
』　　
　
　
　
　
　
　
「
傚
李
長
吉
體
賦
十
二
月
宮
樂
詞
」　

此
係
樂
府

不
得
編
入
詞　

『
東
澤
綺
語
』

疎

淡
月
・
寓
桂
枝
香
秋
思　
「
紫
簫
吹
斷
」花
菴
中
興
絕
妙
詞
選
吹
作
吟
／
陽

春
白
雪
同
絕
妙
好
詞
吹

貂
裘
換
酒　
　
　
　
　
　
　
　
「
寓
賀
新
郞
己
未
冬
別
馮
可
久
」　

花
菴
詞
選
己

作
乙

淮
甸
春
・
寓
念
奴
嬌　
　
　
　
「
孤
城
四
水
」　　
　
　
　
　
　
　

花
菴
詞
選
四

作
泗

如
此
江
山
・
寓
齊
天
樂　
　
　
「
聊
憑
陸

」　　
　
　
　
　
　
　

別
本
作
綠

廣
寒
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
寓
鵲
橋
仙
〕（
朱
筆
）　　
　
　
　

据
花
菴
詞
選

校
正

東
仙
・
寓
沁
園
春　
　
　
　
　
「
愛
月
在
滄
浪
上
下
」　

浪
江
湖
後
集
所
載
淸
江

／
漁

作
波

沙
頭
雨
・
寓
點
絳
脣　
　
　
　
「
晩
愁
情
緖
」　　
　
　
　
　
　
　

花
菴
詞
選
晩

作
曉

垂
楊
碧
・
寓
謁
金
門　
　
　
　
「
睡
起
一
窗
晴
色
」　　
　
　
　
　

絕
妙
好
詞
窗

作闌
干
萬
里
心
・
寓
憶
王
孫　
　
「
湘
月
牽
情
入
苦
吟
」　　
　
　
　

別
本
湘
作
煙

杏
梁
燕
・
寓
解
連
環　
　
　
　
「
袖
沾
芳
片
」　　
　
　
　
　
　
　

花
菴
詞
選
沾

作
粘

月
底
脩
簫

・
寓
祝
英
臺
近
乙
未
之
秋
高
郵
／
朱
使
君
錢
塘
舟
中　

花
菴
詞
選
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脩
作
修
使
作
史
／
有
北
關
自
二
字　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
丹
砂
有
奇
趣
」　　
　
　
　
　
　

別
本
趣
作
處

憶
蘿
月
・
寓
淸
平
樂　
　
　
　
「
兩
袖
五
湖
烟
雨
」　　
　
　
　
　

陽
春
白
雪
煙

作
風

賀
新
涼
・
壽
朱
湛
盧
先
生　
　
「
任
將

捲
海
棠
紅
」　　
　
　
　

任
淸
江
漁

作
但
紅
作
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
吹
入
東
風
不
老
」　　
　
　
　
　

東
作
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
秦
郵
小　

爐
峰
香
」　　
　
　
　

秦
作
春
爐
作

廬『
淸
江
漁

』

前
調
（
賀
新
郞
）　　
　
　
　
　
「
壽
湛
盧
先
生
」　　
　
　
　
　
　

綺
語
債
有
朱

字第
二
册

『
双
溪
詞
』

金
縷〔
曲
〕　　
　
　
　
　
「
送
別
定
軒
／
卽
賀
新
郞
也
」　

花
菴
詞
選
無
調
作
賀

新
郞
別
下
有
江
字

沁
園
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
二
月
二
日
／
壽
玉
林
」　

花
菴
詞
選
作
中
和
節

日
爲
黃
／
玉
林
壽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
筭
三
春
仲
月
」　　
　
　
　
　
　

仲
作
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
百
年
大
齊
」〔
去
聲
〕　　
　
　
　

有
音
注
二
字

摸
魚
兒　
　
　
　
　
　
　
「
玉
林
〔
君
〕
爲
遺
蛻
亭
山
中
桃
花
／
賦
也
」
花
菴
詞

選
作
和
玉
林
韻
蓋
／
爲
遺
蛻
山
中
桃
花
作　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
却
來
時
路
」（
以
後
）　　

据
花
菴
中
興
絕
／
妙

詞
選
補
（
墨
筆
）

蝶
戀
花
・
和
玉
林
韻　
　
　
　

全
一
首　
　
　
　
　
　
　

据
花
菴
中
興
絕
／
妙

詞
選
補
（
墨
筆
）

『
袁
宣
卿
詞
』

水
龍
吟
・
雪　
　
　
　
　
　
　
「
晩
來
側
側
淸
寒
」　　
　
　

環
卿
云
側
側
非
誤

校
改
作
／
惻
惻
非

賀
新
郞　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
一
首　
　
　
　
　
　
　
　

据
陽
春
白
雪
七
校

雨
中
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
野
水

天
遠
」〔
兼
〕　　

 

環
卿
云
當
作
連

玉
樓
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
引
成
密
約
笑
言
閒
認
得
眞
情
離
別
處
」　

二
句

乃
改
用
張
文
潛
詩

※
印
の
〔
寓
鵲
橋
仙
〕〔
曲
〕〔
去
聲
〕〔
兼
〕
は
本
文
に
赤
字
で
添
え
た
文
字
で

あ
り
、「
却
來
時
路
」（
以
後
）
は
卽
ち
後

の
內
容
は
全
部
補
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
體
的
に
眉
批
は
ほ
ぼ
朱
筆
で
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
上
に
示
し
た
よ
う
に
墨
筆
が

用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
本
文
で
は
、
朱
筆
（
ま
ま
墨
筆
も
あ
り
）
で
誤
字
を
描
改

訂
正
し
、
ま
た
批
點
を
加
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
上
記
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
勞
權

は
主
に
『
花
菴
詞
選
』
及
び
『
陽
春
白
雪
』
を
も
っ
て
鈔
本
『
典
雅
詞
』
を
校
注
し

た
の
で
あ
り
、
校
注
が
多
く
施
さ
れ
た
の
は
第
一
册
『
東
澤
綺
語
』、
第
二
册
『
雙
溪

詞
』
及
び
『
袁
宣
卿
詞
』
で
あ
る
。

ま
た
十
種
本
所
收
の
『
淸
江
漁

』
は
勞
權
が
鈔
す
る
時
に
增
入
し
た
も
の
で

あ
り
、
も
と
の
「
知
不
足
齋
所
藏
曝
書
亭
傳
錄
宋
鈔
本
」
に
あ
る
詞
集
で
は
な
い
。

傅
增
湘
『
藏
園
羣
書
經
眼
錄
』
卷
十
五
に
著
錄
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

淸
勞
巽
卿
權
手
鈔
本
。
目
列
後
、
梁
溪
詞
補
遺
附　

題
李
忠
定
公
長
短
句　

撫
掌
詞
後

學
南
城
歐
良　

東
澤
綺
語
補
遺
附　

鄱
陽
張
輯
宗
瑞　

淸
江
漁

丹
鉛
增　

鄱
陽
張
輯
宗
瑞

　

雙
溪
詞
雙
渓
擬
巢
翁
延
平
馮
取
洽
煕
之　

袁
宣
卿
詞
豫
章
袁
去
華
宣
卿　

文
𥳑
公
詞
新
安

程
大
昌
泰
之　

燕
喜
詞
雙
溪
居
士
曹
冠
字
宗
臣　

拙
庵
詞
東
平
趙
磻
老
渭
師　

碎
錦
詞
補
遺

附　

鄕
貢
免
解
進
士
李
好
古

後
錄
朱
竹

彝
尊
跋
。
後
題
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「
咸
豐
壬
子
夏
借
知
不
足
齋
所
藏
曝
書
亭
傳
錄
宋
鈔
本
影
寫
。
丹
鉛
生
題
」（
己
未
）⑪

ま
た
傅
增
湘
の
『
增
園
訂
補

亭
知
見
傳
本
書
目
』
卷
十
六
下
に
も
次
の
よ
う
に

あ
る
。

典
雅
詞
十
種
十
卷

淸
勞
權
摘
鈔
。
淸
勞
權
手
鈔
本
、
十
行
十
八
字
、
無
格
、
勞
氏
自
校
竝
跋
。
所
收

爲
李
綱
、
歐
良
、
張
輯
、
馮
取
洽
、
袁
去
華
、
程
大
昌
、
曹
冠
、
趙
磻
老
、
李
好
古

九
字
、
內
張
輯
除
東
澤
綺
語
外
又
有
淸
江
漁

、
爲
勞
權
增
入
。
余
藏⑫
。

『
藏
園
羣
書
經
眼
錄
』
の
記
述
の
末
尾
に
あ
る
「
己
未
」
は
「
該
書
編
纂
者
の
傅
熹

年
氏
が
傅
增
湘
の
觀
書
の
時
期
を
推
測
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
」⑬
。「
己
未
」
は
民

國
八
年
（
一
九
一
九
年
）
で
あ
り
、
末
尾
に
「
余
藏
」
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
同
じ

年
に
傅
增
湘
は
十
卷
本
を
閱
覧
し
收
藏
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
翌
年
に
溥
增
湘
は

こ
の
十
種
本
を
用
い
て
『
宋
元
三
十
一
家
詞
』
に
校
勘
を
加
え
た
の
で
あ
る
。『
藏
園

羣
書
校
勘
跋
識
錄
』
集
部
「
宋
元
三
十
一
家
詞
三
十
一
卷
」
條
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

淸
王
鵬
運
輯
。
光
緖
十
四
年
臨
桂
王
氏
家
塾
四
印
齋
刊
本
。
庚
申
年
（
一
九
二
〇
）

據
勞
權
手
鈔
本
『
典
雅
詞
』
十
種
校
勘
。（
後
略
）

各
集
藏
園
先
生
跋
識
語
錄
如
下
。

『
燕
喜
詞
』
卷
末
葉
識
曰
、
庚
申
四
月
初
七
日
、
據
丹
鉛
精
舍
鈔
本
校
。
沅
叔
。

『
拙
庵
詞
』
卷
末
葉
識
曰
、
據
丹
鉛
精
舍
寫
本
勘
讀
、
庚
申
四
月
初
七
日
、
沅
叔
。

『
宣
卿
詞
』
卷
末
葉
識
曰
、
庚
申
三
月
十
七
日
、
據
勞
巽
卿
手
寫
本
校
正
。
沅
叔
。

『
碎
錦
詞
』
卷
末
葉
識
曰
、
庚
申
四
月
、
沅
叔
從
勞
巽
卿
寫
本
校
讀
一
過
。

『
撫
掌
詞
』
卷
末
葉
識
曰
、
庚
申
三
月
十
七
日
、
據
勞
巽
卿
手
寫
『
典
雅
詞
』
勘

讀
。
沅
叔⑭
。

傅
增
湘
が
勞
鈔
本
を
用
い
て
四
印
齋
刊
本
に
校
勘
を
行
っ
た
の
は
、
上
記
の
五
種

で
あ
り
、
校
勘
時
閒
は
主
に
一
九
二
〇
年
の
三
月
と
四
月
に
集
中
し
て
い
る
。

王
文
進
『
文
祿
堂
訪
書
記
』
下
卷
五
に
も
十
種
本
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
內
容
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

典
雅
詞
十
種

雙
溪
詞
馮
取
洽　

袁
宣
卿
詞
袁
去
華　

程
文
𥳑
公
詞
程
大
昌　

撫
掌
詞
歐
良　

燕
喜
詞
曹
冠
淳
煕
丁
未
陳
詹
二
序　

拙
庵
詞
趙
蟠
志　

碎
錦
詞
李
好
古
附
補
遺　

東
澤

綺
語
張
輯
附
補
遺

淸
江
漁

張
輯　

梁
溪
詞
李
綱
嘉
煕
元
年
劉
克
遜
序
附
補
遺

淸
勞
季
言
手
鈔
本
書
衣
題
曰
咸
豐
壬
子
夏
知
不
足
齋
藏
曝
書
亭
傳
錄
宋
鈔
本
影
寫

丹
鉛
生
題
有
勞
權
丹
鉛
精
舍
印

朱
竹

跋
曰
典
雅
詞
不
知
凡
幾
十
册
予
未
通
籍
時
得
一
册
于
慈
仁
寺
（
後
略
）⑮
。

こ
の
「
典
雅
詞
十
種
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
勞
權
の
鈔
本
で
あ
る
が
、『
文
祿
堂
訪

書
記
』
に
「
淸
勞
季
言
手
鈔
本
」
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
。
勞
季
言
と

は
、
勞
格
の
こ
と
で
あ
り
、
字
は
季
言
、
一
字
は
保
艾
、
勞
權
字
は
巽
卿
の
弟
で
あ

る
。
同
じ
十
種
本
と
は
い
え
、
傅
增
湘
と
王
文
進
が
記
し
た
內
容
と
は
若
干
の
相
違

が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、詞
集
の
收
錄
順
が
異
な
る
。『
藏
園
羣
書
經
眼
錄
』
は
『
丞
相

李
忠
定
公
長
短
句
』
か
ら
始
ま
る
が
、『
文
祿
堂
訪
書
記
』
は
『
雙
溪
詞
』
か
ら
錄
し

て
い
る
。
つ
ぎ
に
『
拙
庵
詞
』
の
著
者
で
あ
る
趙
蟠
老
は
趙
蟠
志
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
も
明
ら
か
に
王
文
進
本
の
抄
錄
の
誤
り
で
あ
る
。さ
ら
に
傅
增
湘
は
張
輯
の『
淸

江
漁

』
は
勞
權
に
よ
っ
て
增
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
が
、

『
文
祿
堂
訪
書
記
』
に
は
こ
の
點
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
な
い
。『
文
祿
堂
訪
書
記
』

に
は
『
燕
喜
詞
』
に
「
淳
煕
丁
未
陳
詹
二
序
」、『
梁
溪
詞
』
に
「
嘉
煕
元
年
劉
克
遜

序
附
補
遺
」
と
い
う
說
明
的
な
文
字
が
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
王
文
進
が
こ

の
十
種
本
を
實
際
に
閱
覽
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
が
、
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の

勞
權
鈔
本
を
確
認
し
て
比
較
す
る
と
、
や
は
り
傅
增
湘
『
藏
園
羣
書
經
眼
錄
』
の
記
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述
が
さ
ら
に
嚴
密
で
精
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

３　

  

竹

先
生
藏
本
（『
宋
八
家
詞
八
卷
』
中
國
國
家
圖
書
館
所

藏
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

淸
初
鈔
本
。
一
册
。
半
葉
十
行
、
行
十
八
字
。
無
界
。
欠
損
が
あ
る
。
副
葉
の
一

枚
目
の
左
邊
に
「
□
本　

竹

先
生
藏
本　

三
終
」
と
あ
り
、
下
に
「
菦
圃
收
藏
」

の
印
を
鈐
す
。
右
邊
に
目
錄
が
あ
り
、「
□
詞　

李
綱
／
□
掌
詞　

歐
良
／
□
澤
綺

語  

張
輯　

以
上
俱
未
刻　

詞
綜
選
十
一
首
」と
あ
る
。
副
葉
の
裏
に
目
錄
が
あ
り
、

「
燕
喜
詞
／
拙
庵
詞
／
碎
錦
詞
／
李
忠
定
長
短
句
／
撫
掌
集
／
東
澤
綺
語
／
雙
溪
詞

／
袁
宣
卿
詞
／
文
𥳑
公
詞
」
と
題
す
。「
李
忠
定
公
長
短
句
」
の
下
に
墨
丁
が
あ
り
、

次
行
の
「
撫
掌
集
」
の
下
に
異
な
る
筆
迹
で
「
東
澤
綺
語
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
明
ら
か
に
勞
權
の
筆
迹
で
あ
る
。
二
枚
目
の
副
葉
、
左
邊
に
「
宋
詞
鈔
本　

四

終
／
竹

先
生
藏
本
」
と
題
し
、
右
邊
に
目
錄
が
あ
り
、「
□
喜
詞　

曹
冠
／
缺
半
首

（
小
字
双
行
）
入
全
／
□
庵
詞　

趙
磻
老
／
全
（
小
字
雙
行
）
／
□
錦
詞　

李
好
古
／
全

（
小
字
双
行
）」
と
あ
る
。

『
燕
喜
詞
』、
首
に
陳

の
「
燕
喜
詞
敘
」（
欠
損
あ
り
）
二
葉
半
を
錄
し
、「
北
京
／

圖
書
／
館
藏
」、「
菦
圃
收
藏
」
の
印
が
あ
る
。
次
に
一
葉
欠
落
す
る
。
そ
の
後
に
詹

傚
之
の
序
（
上
部
欠
損
あ
り
）
二
葉
。「
燕
喜
詞
目
錄
」
二
葉
（
欠
損
あ
り
）、
欠
損
し

た
詞
調
の
文
字
は
全
部
墨
筆
で
補
わ
れ
て
い
る
。
目
錄
の
下
に
閒
々
記
號
が
あ
り
、

葉
數
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

正
文
「
滿
江
紅
」（
淳
煕
丁
酉
）・（
日
暖
煙
輕
）
二
首
に
評
點
及
び
「
去
」「
上
」「
平
」

の
平
仄
の
文
字
が
施
さ
れ
て
い
る
。
次
首
の
「
桂
飄
香
・
原
名
花
心
動
」
に
評
點
が

あ
り
、「
魯
」「
鬱
」
二
字
に
塗
改
が
あ
り
、
改
訂
後
の
文
字
は
上
方
に
書
か
れ
て
い

る
。『

拙
庵
詞
』、
首
は
目
錄
一
葉
、「
燕
喜
詞
目
錄
」
と
少
し
異
な
っ
て
、
每
詞
調
の
下

に
數
字
が
あ
る
。
辨
識
す
る
の
が
困
難
で
あ
り
な
が
ら
、『
燕
喜
詞
』
の
正
文
の
上
欄

左
上
角
に
書
か
れ
た
大
き
な
數
字
か
ら
推
測
し
累
算
す
る
と
、
詳
し
く
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。

滿
江
紅　
　

二
二　
　
　

江
城
子　
　

二
八

念
奴
嬌　
　

二
三　
　
　

水
調
歌
頭　

二
八

水
調
歌
頭　

二
四　
　
　

江
月　
　

二
九

永
遇
樂　
　

二
四　
　
　

賀
新
郞　
　

二
九

醉
蓬
莱　
　

二
四　
　
　

淸
平
樂　
　

卅

鷓
鴣
天　
　

二
五　
　
　

浣
溪
沙　
　

卅　

生
査
子　
　

二
五　
　
　

菩
薩
蠻　
　

卅

南
柯
子　
　

二
六

浣
溪
沙　
　

二
七

八
聲
甘
州　

二
七

正
文
を
檢
す
る
と
、
こ
れ
は
『
拙
庵
詞
』
と
次
に
鈔
さ
れ
て
い
る
『
碎
錦
詞
』
の

兩
詞
集
の
目
錄
で
あ
る
。
し
か
し
普
通
の
上
下
の
書
寫
順
と
異
な
っ
て
お
り
、
上
記

の
數
字
の
通
り
目
錄
は
先
に
上
段
を
全
部
書
写
し
て
か
ら
、
下
段
は
次
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。「
滿
江
紅
」
か
ら
「
浣
溪
沙
」
ま
で
は
「
拙
庵
詞
目
錄
」
で
あ
り
、「
八

聲
甘
州
」
か
ら
「
菩
薩
蠻
」
ま
で
は
「
碎
錦
詞
目
錄
」
で
あ
る
。
ま
た
目
錄
だ
け
筆

跡
が
異
な
る
の
で
、
ほ
か
の
人
よ
っ
て
補
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
拙
庵
詞
』
正
文
首
に
「
菦
圃
收
藏
」
の
印
が
あ
り
、
正
文
首
の
「
滿
江
紅
」「
見

說
春
時
」
か
ら
「
便
向
杯
中
覓
」
の
始
め
二
行
に
「
去
」「
入
」「
平
」
の
文
字
が
記

さ
れ
て
い
る
。

『
丞
相
李
忠
定
公
長
短
句
』、「
丞
相
李
忠
定
公
長
短
句
目
錄
」
二
葉
、
題
目
の
下
に

「
菦
圃
收
藏
」
の
印
記
が
あ
る
。
詞
調
の
下
に
閒
々
淡
墨
で
葉
數
が
書
か
れ
て
い
る
。

目
錄
の
末
尾
と
正
文
「
水
龍
吟
・
光
武
戰
昆
陽
」
の
閒
に
墨
線
が
引
か
れ
、
眉
批
に
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「
原
本
目
錄
後（
玉
胡
蝶
水
龍
吟
後
）有
十
三
字
另
可
附
後
／
笑
不
知
天
命
明
珠
玉
斗
漫

／
今
撞
碎
」
と
あ
る
。
正
文
「
望
江
南
・
過
分
水
嶺
」「
極
目
暮
雲
長
。
行
嶺
水
自
分

流
」
句
の
後
に
墨
筆
の
分
段
の
記
號
が
施
さ
れ
て
お
り
、
眉
批
に
「
雪
嶺
水
下
／
另

一
首
」
と
あ
る
。
正
文
よ
り
低
一
格
の
「
豫
在
沙
場
嘗
作
滿
庭
芳
一

」
云
々
三
行

の
上
欄
に「
豫
在
沙
場
本
／
題
目
該

四
／
字
」と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
正
文「
一

剪
梅
」（
數
點
梅
花
玉
〔
雪
〕
嬌
）
と
次
首
「
萬
古
秣
陵
」
の
閒
に
詞
調
「
玉
蝴
蝶
」
三

文
字
が
補
入
さ
れ
て
い
る
。
末
に
劉
克
遜
の
序
文
が
あ
る
。

次
に
『
撫
掌
詞
』
及
び
『
東
澤
綺
語
』
の
目
錄
二
葉
、題
目
の
下
に
「
菦
圃
收
藏
」

の
印
記
が
あ
る
。
先
述
の
『
拙
庵
詞
』
と
同
じ
く
、
上
下
の
順
序
で
は
な
く
、
上
段

と
下
段
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
。「
多
麗
」
か
ら
「
閏
年
」
ま
で
は
『
撫
掌
詞
』
の
目

錄
で
あ
り
、
次
の
「
疎

淡
月
」
か
ら
は
『
東
澤
綺
語
』
の
目
錄
で
あ
る
。
但
し
、

目
錄
二
葉
目
の
詞
調
「
山
漸
靑
」
と
「
碧
雲
深
」
の
行
閒
に
淡
墨
の
「
本

」
と
い

う
二
字
が
あ
り
、
二
詞
調
が
そ
の
上
に
重
ね
て
書
か
れ
た
の
は
、『
撫
掌
詞
』
及
び

『
東
澤
綺
語
』
の
目
錄
が
後
に
補
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
撫
掌
詞
』「
正
月
」
の
上
方
に
眉
批
「
雖
名
曰
詞
／
實
詩
也
不
／
用
査
調
」
が
あ

る
。『

東
澤
綺
語
』
詞
題
の
上
方
に
眉
批
「
詞
綜
云
張
輯
／
字
宗
瑞
鄱
陽
／
人
有
東
澤
綺

語
／
二
卷
」、「
詞
綜
選
十
一
首
／
詞
上
加
、
記
之
」。
卽
ち
正
文
の
眉
批
に
『
詞
綜
』

卷
十
五
に
も
採
取
さ
れ
た
十
一
首
の
詞
作
に
「
、」
を
加
え
て
示
し
た
の
で
あ
る
。
正

文
「
如
此
江
山
・
寓
齊
天
樂
」「
詩
仙
一
去
」
句
に
眉
批
「
仙
詞
綜
作
人
」。「
山
漸

靑
・
寓
長
相
思
」「
吟
到
江
南
第
幾
程
」
句
に
眉
批
「
吟
詞
綜
作
行
／
注
一
作
吟
」。

「
沙
頭
雨
・
寓
點
絳
脣
」「
晩
愁
情
緖
」
句
に
眉
批
「
晩
詞
綜
作
曉
」。「
花
自
落
・
寓

謁
金
門
」「
聞
知
秀
句
」
句
に
眉
批
「
聞
知
詞
綜
作
／
閑
却
」。「
摸
魚
兒
・
和
玉
林

韻
」
の
正
文
は
三
行
目
か
ら
缺
け
て
お
り
、
眉
批
「
忘
字
下
遵
詞
綜
／
補
入
詞
綜
摸

魚
／
兒
下
注
云
和
玉
林
／
韻
蓋
爲
遺
蛻
山
／
中
桃
作
與
此
本
／
注
少
異
」。
次
の「
驀

山
溪
二
首
缺
」、「
蝶
戀
花
・
和
玉
林
韻
」（
眉
批
「
遵
詞
綜
補
入
」）、「
漁
家
傲
」（
正
文

缺
）、「
西
江
月
・
太
歲
日
作
」
は
い
ず
れ
も
後
に
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
袁
宣
公
詞
』、
題
目
の
下
に
「
菦
圃
收
藏
」
の
印
記
が
あ
る
。
目
錄
に
列
さ
れ
た

詞
調
の
下
に
詞
の
數
及
び
後
に
添
え
た
葉
數
が
あ
る
。
正
文
に
批
點
や
誤
字
の
描
改

が
時
々
行
わ
れ
て
い
る
。

『
文
𥳑
公
詞
』、題
目
の
下
に
「
菦
圃
收
藏
」
の
印
記
が
あ
る
。『
袁
宣
卿
詞
』
と
同

じ
く
、
目
錄
の
詞
調
の
下
に
同
調
の
詞
の
數
及
び
後
に
添
え
た
葉
數
が
あ
る
。
眉
批

に
閒
々
改
訂
後
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
戴
」（
原
文
は
「
載
」）、「
瑞
」

（
原
文
は
「
端
」）、「
天
倫
」（
原
文
は
「
夭
偸
」）。
ま
た
「
感
皇
恩
」
二
首
に
小
序
「
生

朝
」、「
淑
人
生
日
詞
」
が
補
わ
れ
た
。

『
中
國
古
籍
善
本
總
目
』
集
部
詞
類
「
宋
八
家
詞
八
卷
」
條
に
「
淸
初
鈔
本　

十
行

十
八
字
無
格
副
葉
有
鮑
廷
博
寫
目
錄
」
と
あ
り
、所
收
詞
集
は
「
燕
喜
詞
一
卷
」、「
拙

庵
詞
一
卷
」、「
丞
相
李
忠
定
公
長
短
句
一
卷
」、「
撫
掌
集
一
卷
」、「
東
澤
綺
語
一
卷
」、

「
雙
溪
詞
一
卷
」、「
袁
宣
卿
詞
一
卷
」、「
文
𥳑
公
詞
一
卷
」
で
あ
る⑯
。
し
か
し
、
筆
者

が
寓
目
し
た
『
宋
八
家
詞
八
卷
』（
以
下
、
八
家
詞
と
略
稱
す
る
）
は
、
實
際
は
八
家
で

は
な
く
、
九
家
で
あ
り
、『
中
國
古
籍
善
本
總
目
』
で
は
『
碎
錦
詞
』
一
卷
が
漏
れ
て

い
る
。
張
乃
熊
『
菦
圃
善
本
書
目
』「
明
鈔
本
」
條
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

宋
人
詞
九
種
九
卷　

明
鈔
本　

一
册　

潛
采
堂
舊
藏

曹
冠
燕
喜
詞　

趙
磻
老
拙
庵
詞　

李
好
古
碎
錦
詞　

李
忠
定
長
短
句　

歐
良
撫
掌
詞

張
輯
東
澤
綺
語　

馮
取
洽
雙
溪
詞　

袁
去
華
宣
卿
詞　

程
大
昌
文
𥳑
公
詞⑰

八
家
詞
本
に
「
菦
圃
收
藏
」
と
い
う
張
乃
熊
の
藏
書
印
が
あ
り
、
所
收
の
詞
目
や

順
次
も
一
致
し
て
い
る
た
め
、『
中
國
古
籍
善
本
總
目
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
『
宋
八

家
詞
八
卷
』
は
こ
の
『
宋
人
詞
九
種
九
卷
』
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
。
た
だ
し
、「
潛

采
堂
舊
藏
」
と
あ
り
、「
潛
采
堂
」
は
朱
彝
尊
の
藏
書
室
で
あ
る
た
め
、「
淸
鈔
本
」
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と
す
る
方
が
更
に
妥
當
で
あ
ろ
う
。

ま
た
八
家
詞
本
は
勞
權
が
鈔
し
た
十
種
本
の
底
本
で
も
あ
る
。
前
文
に
既
に
紹
介

し
た
が
、
勞
權
十
種
本
の
每
册
の
表
紙
に
「
竹

先
生
藏
本
」
と
題
し
、「
咸
豐
壬
子

夏
借
知
不
足
齋
所
藏
曝
書
亭
傳
錄
宋
鈔
本
影
寫
」
と
勞
權
は
述
べ
て
い
る
。
一
方
、

八
家
詞
の
副
葉
に
も
「
宋
詞
鈔
本
」
或
は
「
竹

先
生
藏
本
」
と
題
し
て
い
る
。『
中

國
古
籍
善
本
總
目
』
に
據
れ
ば
、
副
葉
の
目
錄
は
鮑
廷
博
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
中
の
『
東
澤
綺
語
』
四
文
字
は
明
ら
か
に
勞
權
の
筆
跡
で
あ
る
。
卽

ち
、
八
家
詞
は
か
つ
て
勞
權
の
手
を
經
た
こ
と
が
分
か
る
。
正
文
に
校
注
等
を
行
っ

た
人
物
に
つ
い
て
は
、
改
訂
の
筆
跡
は
副
葉
に
書
か
れ
た
目
錄
の
も
の
と
同
じ
で
あ

る
た
め
、『
中
國
古
籍
善
本
總
目
』
に
從
い
、
鮑
廷
博
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
勞
權
が
鈔
し
た
內
容
は
八
家
詞
本
の
補
入
や
描
改
が
施
さ
れ
た
後
の
文
字

と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
例
を
擧
げ
る
と
、
八
家
詞
本
『
丞
相
李
忠
定
公
長
短
句
』

は
、
目
錄
と
正
文
の
閒
に
「
笑
不
知
天
命
明
珠
玉
斗
漫
今
撞
碎
」
一
句
が
あ
り
、
正

文
は
前
三
首
が
缺
け
、
四
首
目
の
「
水
龍
吟
・
光
武
戰
昆
陽
」
か
ら
始
ま
る
。
勞
權

本
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
八
家
詞
本
『
燕
喜
詞
』
最
後
の
一
首
「
望
海
潮
・
紹

興
府
西
園
席
上
」
の
首
句
「
會
稽
盤
藩
鎭
」
は
、『
全
宋
詞
』
を
檢
す
る
と
、
中
の

「
盤
」
は
衍
字
で
あ
る
が
、
勞
權
本
は
こ
の
誤
り
を
踏
襲
し
同
じ
く
「
會
稽
盤
藩
鎭
」

に
作
っ
て
い
る
。
從
っ
て
、
勞
權
が
い
う
「
知
不
足
齋
所
藏
曝
書
亭
傳
錄
宋
鈔
本
」

は
ま
さ
に
こ
の
八
家
詞
本
で
あ
る
。

た
だ
し
、
八
家
詞
本
は
「
宋
詞
鈔
本　

四
終
／
竹

先
生
藏
本
」
と
題
し
て
い
る

が
、
勞
權
が
「
典
雅
詞　

竹

先
生
藏
本
」
と
「
典
雅
詞
」
と
名
づ
け
て
題
し
た
の

は
、お
そ
ら
く
朱
彝
尊
の
「
跋
典
雅
詞
」
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。「
竹

先

生
藏
本　

三
終
」「
宋
詞
鈔
本　

四
終
」
と
あ
る
か
ら
、副
葉
に
あ
る
「
□
本
」
の
缺

け
た
文
字
は
「
宋
詞
鈔
」
の
三
字
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
竹

先
生
藏
本
は

も
と
も
と
四
册
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
點
は
『
竹

行

書
目
』
涯
字
號
の

「
宋
詞
鈔
四
本⑱
」
と
い
う
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。

上
記
の
內
容
及
び
藏
書
印
に
據
れ
ば
、
朱
彝
尊
本
の
椾 
傳
の
過
程
を
以
下
の
よ
う

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

宋
鈔
本
↓
朱
彝
尊
↓
鮑
廷
博
↓
勞
權
↓
朱
文
均
↓
傅
增
湘
↓
趙

　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　
　
　
　

張
乃
熊

４　

六
種
本
（
上
海
圖
書
館
所
藏
吳
湖
帆
舊
藏
本
）

鄧
子
勉
氏
の
『
宋
金
元
詞
籍
文
獻
硏
究
』
に
據
れ
ば
、上
海
圖
書
館
に
『
典
雅
詞
』

六
種
本
が
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
元
々
吳
湖
帆
の
舊
藏
で
あ
り
、題
箋
に「
宋

詞
六
種
」
と
あ
り
、
下
小
字
雙
行
で
「
吳
氏
梅
影
書
屋
珍
藏
『
典
雅
詞
』
舊
鈔
本
」

と
題
し
、ま
た
「
拜
經
樓
舊
藏
鈔
本
」
と
題
し
て
い
る
。
吳
湖
帆
の
題
識
に
據
る
と
、

こ
の
本
は
朱
孝
藏
の
所
藏
で
あ
り
、『
疆
村
叢
書
』
の
底
本
で
も
あ
る
。
半
葉
八
行
、

行
十
八
字
。
六
種
は
張
掄
『
蓮
社
詞
』、
京

『
松
坡
居
士
詞
』
以
外
、
ほ
か
の
四
種

は
既
に
毛
氏
、
朱
氏
の
所
藏
に
見
え
る⑲
。

５　

  

三
種
本
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
鈔
本　

日
本
國
會
圖
書
館   

台
灣
國
家
圖
書
館
〔
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
覆
寫
に
よ
る
〕）

淸
鈔
本
。
一
册
。
姚
述
堯
『
簫
臺
公
餘
詞
』、
倪

『
綺
川
詞
』
は
半
葉
八
行
、
行

十
六
字
で
あ
る
が
、
曹
冠
『
燕
喜
詞
』
は
半
葉
八
行
、
行
十
八
字
で
あ
る
。
卷
首
に

「
吉
甫
／
所
藏
」、「
嘉
蔭
／

藏
／
書
印
」、「
綺
川
詞
目
錄
」
首
「
嘉
蔭
／

藏
／
書

印
」。
卷
末
「
文
正
／
曾
孫
」、「
劉
印
／
喜
海
」。
表
紙
に
劉
喜
海
の
題
記
が
あ
り
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

宋
人
詞
三
種　

朱
氏
竹

詞
綜
選
有
／
此
三
種
他
書
未
見
／
著
錄

簫
臺
公
餘
詞　

姚
述
堯

綺
川
詞　

倪
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燕
喜
詞　

曹
冠

右
三
種
得
之
朱
氏

華
唫
館
皆
傳

鈔
秘
本
也
。
汲
古
閣
宋
人
詞
百
家
其

已
刊
者
六
十
此
在
未
經
〔
刊
〕
四
十
家
之
內

道
光
閼
逢

灘
七
月　

燕
庭
志
□
（
印
記
の
文
字
模
糊
不
淸
）

劉
喜
海
が
こ
の
三
種
本
を
鈔
し
た
の
は
道
光
甲
申
（
一
八
二
四
）
で
あ
る
。
こ
の
三

種
本
に
つ
い
て
王
重
民
は
『
中
國
善
本
書
提
要
』
詞
類
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

劉
氏
題
爲
『
宋
人
詞
三
種
』、不
知
爲
『
典
雅
詞
』
殘
帙
。
余
按
『
千
頃
堂

書
目
』
卷
三
十
二
有
「『
典
雅
詞
』
□
卷
、
姚
述
克
（
按
克
爲
堯
誤
）『
簫
臺
公

餘
詞
』、
倪

『
綺
川
詞
』、
邱
崈
『
文
定
公
詞
』
各
一
卷
」。
僅
第
三
種
不

同
、
蓋
傳
鈔
時
有
移
易
。
劉
氏
又
云
「
朱
氏
竹

詞
綜
選
有
此
三
種
、
他
書

未
見
著
錄
」。
則
此
本
殆
出
於
朱
氏
從
文
淵
閣
傳
錄
之
一
册
歟⑳
。

劉
喜
海
は
表
紙
に
「
朱
氏
竹

詞
綜
選
有
此
三
種
、
他
書
未
見
著
錄
」
と
題
し
て

い
る
が
、
朱
竹

の
『
詞
綜
』
を
檢
し
て
み
る
と
、「
發
凡
」
に
「
曹
冠
『
燕
喜
集
』

（
中
略
）
隻
字
未
見㉑
」
と
あ
り
、
卽
ち
朱
彝
尊
は
『
詞
綜
』
を
編
集
す
る
際
、
曹
冠
の

『
燕
喜
詞
』
は
未
見
で
あ
っ
た
た
め
、
收
錄
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
既
知
の
『
典
雅
詞
』
に
は
十
四
種
鈔
本
、
八
家
詞
本
、

十
種
鈔
本
、
六
種
鈔
本
、
三
種
鈔
本
が
あ
る
。
そ
の
中
で
『
燕
喜
詞
』
が
收
錄
さ
れ

て
い
る
の
は
、
十
四
種
鈔
本
、
八
家
詞
本
、
十
種
鈔
校
本
、
三
種
鈔
本
で
あ
る
。
十
四

種
鈔
本
は
毛
晉
汲
古
閣
影
宋
鈔
本
を
源
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
八
家
詞
本
は
十
種
鈔

校
本
の
底
本
で
あ
る
。
ま
た
八
家
詞
本
や
十
種
鈔
校
本
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
詞
目
は

十
四
種
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
朱
彝
尊
は
他
の
宋
本
よ
り
抄
錄
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
の
ほ
か
に
、
劉
喜
海
傳
鈔
朱
筠
椒
花
吟
館
本
が
あ
る
が
、
鈔
錄
さ
れ
た
詞
目

は
『
詞
綜
』
と
合
わ
な
い
た
め
、
さ
ら
に
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

二　
『
燕
喜
詞
』
に
つ
い
て

１　

南
宋
に
お
け
る
『
燕
喜
詞
』
の
刊
行
狀
況

曹
冠
の
詞
集
で
あ
る
『
燕
喜
詞
』
の
南
宋
版
本
に
つ
い
て
は
、
王
兆
鵬
氏
が
『
宋

代
文
學
傳
播
探
源
』
第
十
一
章
に
既
に
言
及
し
て
い
る㉒
。
こ
の
詞
集
の
最
も
早
い
刊

行
は
淳
煕
十
四
年
丁
未
（
一
一
八
七
）
に
宣
城
で
太
守
大
監
で
あ
る
詹
公
と
い
う
人
物

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
刊
行
の
經
緯
は
詞
集
の
冒
頭
に
あ
る
陳

及
び
詹
傚
之

二
人
の
序
文
か
ら
分
か
る
。
ま
ず
陳

の
序
文
を
以
下
に
引
い
て
お
こ
う
。

同
年
檢
正
曹
公
文
雄
學
奧
、
節
勁
氣
嚴
。
三
十
年
臺
省
舊
人
也
。
不
辭
小

試
來
游
宣
幕
。
使
君
大
監
狀
元
詹
公
旣
深
知
之
、
一
見
其
文
集
尤
加
歎
賞
、

敍
而
鋟
板
于
郡
庠
、
名
之
曰
雙
溪
。
因
其
居
也
。
又
以
其
所
著
樂
府
可
歌
於

閨
門
之
內
者
、
別
爲
一
集
、
名
之
曰
燕
喜㉓
。

同
年
の
檢
正
曹
公
は
文
雄
學
奧
、
節
勁
く
氣
嚴
な
り
。
三
十
年
臺
省
の
舊

人
な
り
。
小
試
を
辭
せ
ず
來
り
て
宣
幕
に
游
ぶ
。
使
君
の
大
監
狀
元
詹
公
は

旣
に
深
く
之
を
知
り
、
一
た
び
其
の
文
集
を
見
て
尤
も
歎
賞
を
加
え
、
敍
し

て
板
を
郡
庠
に
鋟
し
て
、
之
を
名
づ
け
て
雙
溪
と
曰
う
。
其
の
居
に
因
る
な

り
。
又
た
其
の
著
わ
す
所
の
樂
府
の
閨
門
の
內
に
歌
う
べ
き
者
を
以
て
、
別

に
一
集
と
爲
し
て
、
之
を
名
づ
け
て
燕
喜
と
曰
う
。

ま
た
詹
傚
之
の
序
文
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

檢
正
曹
公
行
兼
九
德
、
渾
然
天
成
。
文
章
政
事
、
淵
源
經
術
、
廉
介
有
守
、
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既
和
且
正
。
太
守
大
監
詹
公
歎
賞
其
文
、
摭
其
大
略
而
刊
諸
宣
城
學
宮
。
既

有
成
集
矣
、
復
以
其
所
著
樂
府
、
析
爲
別
集
、
名
曰
燕
喜
詞
。（
中
略
）。
淳

煕
丁
未
仲
夏
望
日
宣
城
丞
釣
臺
詹
傚
之
書
。

檢
正
曹
公
は
行
い
九
德
を
兼
ね
、
渾
然
と
し
て
天
成
す
。
文
章
政
事
、
經

術
に
淵
源
し
、
廉
介
に
し
て
守
有
り
、
既
に
和
し
て
且
つ
正
な
り
。
太
守
大

監
詹
公
は
そ
の
文
を
歎
賞
し
、
其
の
大
略
を
摭
い
て
諸
を
宣
城
の
學
宮
に
刊

せ
し
め
、
既
に
集
を
成
す
有
り
、
復
た
其
の
著
わ
す
所
の
樂
府
を
以
て
析
ち

て
別
集
と
爲
し
、
名
づ
け
て
燕
喜
詞
と
い
う
。（
中
略
）。
淳
煕
丁
未
仲
夏
望

日
宣
城
丞
釣
臺
詹
傚
之
書
す
。

序
文
に
據
れ
ば
、
淳
煕
丁
未
（
一
一
八
七
年
）
に
曹
冠
の
作
品
が
宣
城
で
刊
行
し
得

た
の
は
當
時
の
太
守
大
監
で
あ
る
詹
公
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
刊
行
さ
れ

た
の
は
文
集
『
雙
溪
集
』
で
あ
り
、
詞
集
の
『
燕
喜
詞
』
は
そ
の
後
で
あ
っ
た
。
南

宋
に
は
曹
冠
の
詞
集
は
單
刻
本
の
形
で
世
に
傳
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か

し
原
刻
の
文
集
『
雙
溪
集
』
及
び
詞
集
『
燕
喜
詞
』
は
久
し
く
散
逸
し
い
ず
れ
も
後

世
に
傳
わ
っ
て
い
な
い
。

『
燕
喜
詞
』
は
ま
た
長
沙
書
坊
刻
本
「
燕
喜
集
一
卷㉔
」
及
び
先
述
し
た
南
宋
臨
安
の

陳
氏
書
棚
本
『
典
雅
詞
』
本
が
あ
る
。
原
刻
は
い
ず
れ
も
傳
わ
っ
て
い
な
い
。

楊
萬
里
、
祝
尙
書
、
吳
熊
和
に
據
れ
ば
、
現
在
傳
わ
っ
て
い
る
毛
晉
汲
古
閣
影
宋

本
『
典
雅
詞
』
本
『
燕
喜
詞
』
は
、
卽
ち
陳
氏
書
棚
本
か
ら
の
鈔
錄
で
あ
る
。
そ
の

ほ
か
に
、
前
文
に
擧
げ
た
八
家
詞
本
（
竹

先
生
所
藏
本
）
が
あ
る
。
こ
の
二
種
類
を

校
勘
す
る
と
、
兩
本
は
文
字
と
款
式
に
お
い
て
少
し
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

文
字
の
異
同
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、「
光
」（
汲
古
閣
本
）
と
「
先
」（
八
家
本
）、「
遶
」

（
汲
古
閣
本
）
と
「
繞
」（
八
家
本
）
等
と
の
違
い
が
あ
る
。
款
式
に
お
い
て
は
、
汲
古

閣
本
「
臨
江
仙
・
明
遠
樓
」
の
「
明
遠
樓
」
三
文
字
は
雙
行
に
な
る
が
、
八
家
詞
本

は
單
行
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
汲
古
閣
本
「
望
海
潮
・
紹
興
府
西
園
席
上
」
は
小
字

雙
行
に
な
っ
て
い
る
が
、
八
家
詞
本
は
單
行
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
汲
古
閣
本
に

は
「
桓
」、「
度
」、「
渡
」
が
闕
筆
で
あ
る
が
、
八
家
詞
本
に
は
闕
筆
が
見
ら
れ
な
い
。

全
體
的
に
言
え
ば
、
二
種
類
の
鈔
本
は
流
傳
過
程
が
異
な
る
が
、
正
文
上
に
お
い
て

は
大
き
な
異
同
が
な
い
。

２　
『
燕
喜
詞
』
の
諸
鈔
本

（
1
）
韓
應
陛
跋
淸
初
影
鈔
宋
本
（
台
灣
國
家
圖
書
館
所
藏
）

王
兆
鵬
氏
『
宋
代
文
學
傳
播
探
源
』「
燕
喜
詞
」
に
お
け
る
記
述
に
據
れ
ば
、韓
應

陛
が
跋
を
加
え
た
淸
初
影
鈔
宋
本
の
卷
首
に
詹
傚
之
と
陳

の
序
が
あ
り
、
序
後
に

目
錄
が
あ
り
、
詞
六
十
四
首
。
書
末
に
咸
豐
八
年
六
月
十
四
日
韓
應
陛
の
題
跋
が
あ

る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
王
氏
は
、
も
と
も
と
黃
氏
士
禮
居
に
所
藏
さ
れ
て
い
た
と
述

べ
て
お
ら
れ
、
汲
古
閣
影
鈔
本
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
少
し
疑
問
を
抱
か
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
上
述
の
汲
古
閣
影
宋
鈔
本
『
典
雅
詞
』
本
『
燕
喜
詞
』
と
行
款
や

所
錄
詞
の
數
が
一
致
し
て
お
り
、
と
も
に
黃
丕
烈
の
藏
書
印
が
あ
る
が
、
行
款
や
文

字
に
異
同
が
あ
る
た
め
、
韓
應
陛
が
題
跋
し
た
こ
の
本
は
汲
古
閣
影
宋
鈔
本
で
は
な

い
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
こ
の
淸
初
影
宋
鈔
本
「
燕
喜
詞
」
は
汲
古
閣
『
典
雅
詞
』

本
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、現
存
す
る
『
燕
喜
詞
』

に
收
錄
さ
れ
て
い
る
詞
の
數
は
、
嚴
密
に
言
う
と
六
十
三
首
で
あ
り
、
一
首
は
「
和

陶
淵
明
歸
去
來
詞
」、「
乃
文
體
而
非
詞
體
（
乃
ち
文
體
に
し
て
詞
體
に
非
ざ
る
）㉕
」
た
め
、

詞
に
は
屬
し
難
い
と
思
わ
れ
る
。

淸
初
影
鈔
宋
本
の
具
體
的
な
椾 
藏
狀
況
は
そ
の
藏
書
印
か
ら
分
か
る
。
藏
書
印
は

下
記
の
通
り
で
あ
る
。

「
應
陛
／
手
記
印
」
白
文
方
印
、「
天
都
山
樵
」
白
文
長
方
印
、「
張
珩
／
私
印
」
白
文

方
印
、「
吳
興
張
氏
／
圖
書
之
記
」
朱
文
長
方
印
、「
張
氏
／
圖
書
」
朱
文
方
印
、「
國

立
中
央
圖
／
書
館
收
藏
」
朱
文
長
方
印
、「
士
禮
居
藏
」
朱
文
長
方
印
、「
黃
印
／
丕
烈
」

朱
文
方
印
、「
蕘
／
圃
」
朱
文
方
印
、「
韓
德
／
均
藏
／
宋
本
」
朱
文
方
印
、「
吳
興
張
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／
氏
韞
輝
／
齋
曾
藏
」
朱
文
方
印
、「
希
／
逸
」
白
文
方
印
、「
密
均
／
樓
」
朱
文
方
印
、

「
韓
子
穀
珍
／
藏
書
畫
印
」
朱
文
長
方
印
、「
韓
德
均
／
所
藏
善
／
本
書
籍
」
白
文
方
印
、

「
古
婁
韓
氏
應
陛
／
載
陽
父
子
珍
藏
／
善
本
書
籍
印
記
」
朱
文
長
方
印
、「
平
江
／
黃
氏

／
圖
書
」
朱
文
方
印
、「

／
玉
」
朱
文
方
印
、「
百
耐
／
眼
福
」
朱
文
方
印㉖
。

「
天
都
山
樵
」
は
誰
の
藏
書
印
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
上
に
據
れ
ば
、
淸
初
影

宋
鈔
本
『
燕
喜
詞
』
の
椾 
傳
の
大
體
の
過
程
を
ま
と
め
る
と
、
下
記
の
よ
う
に
な
る
。

毛
晉
汲
古
閣
↓
陸
心
源
↓
陸
樹
聲
↓
黃
丕
烈
↓
繆
荃
孫
↓
趙
尊
嶽
↓
蔡
廷
相

　

←

 

丁
丙

黃
丕
烈
↓
韓
應
陛
↓
韓
載
陽
↓
韓
德
均
↓
蔣
汝
藻
↓
張
珩
↓
鄒
百
耐　
　
（
天
都

山
樵
？
）

（
2
）『
五
家
詞
五
卷
』（
天
津
圖
書
館
所
藏
）

『
天
津
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
詞
類
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

五
家
詞
五
卷　

淸
十
萬
卷
樓
鈔
本　

一
册　

十
一
行
二
十
一
字
藍
格
白
口
左
右
雙

邊　

下
書
口
鐫
十
萬
卷
樓
鈔
本　

鈐
錢
塘
丁
氏
正
修
堂
藏
書
朱
文
方
印　

八
千
卷
樓

珍
藏
善
本
朱
文
長
方
印　

碎
錦
詞
一
卷　

宋
李
好
古
撰　

拙
菴
詞
一
卷　

宋
趙
磻
老
撰

燕
喜
詞
一
卷　

宋
曹
冠
撰　

袁
宣
卿
詞
一
卷　

宋
袁
去
華
撰

龜
峰
詞
一
卷　

宋
陳
經
國
撰㉗

『
八
千
卷
樓
書
目
』
卷
二
〇
に
「
燕
喜
詞
一
卷　

宋
曹
冠
撰　

典
雅
詞
本　

十
萬
卷

樓
抄
本　

別
下
齋
本　

四
印
齋
本㉘
」
と
あ
る
。「
十
萬
卷
樓
鈔
本
」『
燕
喜
詞
』
本
は

天
津
圖
書
館
所
藏
の
「
五
家
詞
五
卷
」
を
指
し
て
い
る
。

（
3
）『
宋
六
家
詞
六
卷
』（
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

淸
鈔
本
。
一
册
。
正
文
及
び
目
錄
、無
界
十
行
、十
八
字
。
首
に
「
均
伯
／
過
眼
」、

「
北
京
／
圖
書
／
館
藏
」、「
伯

」、「
休
陽
汪
氏
／
裘
杼
樓
／
藏
書
印
」、「
碧
巢
／
秘

／
定
本
」
印
を
鈐
す
。
卷
末
に
「
北
京
／
圖
書
／
館
藏
」、「
留
有
餘
不
盡
／
之
福

以
貽
子
孫
」
印
を
鈐
す
。
正
文
は
「
碎
錦
詞
」
次
行
低
三
格
「
鄕
貢
免
解
進
士　

李

好
古
」
か
ら
始
ま
り
、
目
錄
が
な
い
。
次
「
雙
溪
詞
目
錄
」、
正
文
『
雙
溪
詞
』
低
三

格
「
雙
溪
擬
巢
翁
延
平　

馮　

取
洽　

煕
之
」。『
拙
庵
詞
』、
目
錄
が
な
く
、
題
目
次

行
低
九
格
「
東
平　

趙
磻
老　

渭
師
」。『
燕
喜
詞
』
正
文
の
前
に
陳
・
詹
二
氏
の
序

文
が
あ
る
。
次
に
「
燕
喜
詞
目
錄
」、正
文
『
燕
喜
詞
』
次
行
低
五
格
「
宋　

雙
溪
居

士
曹　

冠
字
宗
臣
」。「
袁
宣
卿
詞
目
錄
」、正
文
『
袁
宣
卿
詞
』
低
九
格
「
豫
章
袁　

去
華　

宣
卿
」。
最
後
の
『
章
華
詞
』
は
、
目
錄
が
な
く
、
著
者
が
不
明
な
た
め
、
題

目
の
次
行
に
一
格
を
空
け
、
正
文
は
「
虞
美
人
」
か
ら
始
ま
る
。

『
六
家
詞
六
卷
』
は
鈔
本
と
は
い
え
、
字
迹
が
整
っ
て
秀
麗
で
あ
り
、
全
篇
を
通
じ

て
訂
正
や
塗
改
の
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
。

上
記
の
諸
本
以
外
、『
燕
喜
詞
』に
關
す
る
記
載
は
他
の
各
書
目
に
も
見
え
る
。
淸
・

曹
寅
『
棟
亭
書
目
』
に
「
燕
喜
詞
一
卷
鈔
本　

宋
曹
冠
著
」㉙
、
淸
・
陸

『
佳
趣
堂
書

目
』
に
「
曹
冠
燕
喜
詞
一
卷㉚
」
と
あ
る
。
上
記
の
ほ
か
に
、上
海
圖
書
館
所
藏
の
『
疆

村
叢
書
』
十
六
種
二
十
二
卷
稿
本
に
も
『
燕
喜
詞
』
一
卷
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。「
稿

本
以
丁
氏
嘉
惠
堂
（
鈔
本
作
底
本
重
編
竝
校
）
十
一
行
二
十
字
黑
口
左
右
雙
邊
」（『
中

國
古
籍
善
本
綜
目
』）
で
あ
る
。

２
、『
燕
喜
詞
』
の
收
錄
狀
況

（
1
）
八
家
詞
本
及
び
『
詞
綜
』
未
收
錄
の
『
燕
喜
詞
』

先
述
し
た
よ
う
に
、『
燕
喜
詞
』
は
最
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
南
宋
版
本
が
傳
わ
っ
て

お
ら
ず
、
明
代
に
な
っ
て
、
毛
晉
汲
古
閣
影
宋
鈔
本
が
あ
り
、
後
に
八
家
詞
本
、
勞

權
本
及
び
劉
喜
海
の
『
宋
人
詞
三
種
』
本
等
の
鈔
本
が
あ
る
。
八
家
詞
本
に
『
燕
喜
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『
典
雅
詞
』
及
び
『
燕
喜
詞
』
諸
本

573

詞
』
が
鈔
錄
さ
れ
る
の
は
、
朱
彝
尊
が
宋
鈔
本
を
傳
錄
し
た
際
、
所
收
の
『
燕
喜
詞
』

を
經
眼
し
た
だ
け
で
な
く
、
抄
錄
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
彝
尊
が
編
纂
し
た

『
詞
綜
』「
發
凡
」
に
『
燕
喜
集
』「
隻
字
未
見
」
と
あ
り
、朱
彝
尊
は
『
燕
喜
詞
』
を

未
見
書
に
屬
せ
し
め
て
い
る
。こ
こ
で
は
試
み
に
そ
の
理
由
を
探
究
し
て
い
き
た
い
。

「
跋
典
雅
詞
」
に
據
れ
ば
、朱
彝
尊
が
慈
仁
寺
本
を
得
た
の
は
「
未
通
籍
時
」
で
あ

り
、
彼
が
「
通
籍
」
し
、
卽
ち
博
學
鴻
儒
に
な
っ
た
の
は
康
煕
十
七
年
の
正
月

（
一
六
七
八
）で
あ
る㉛
。
そ
う
す
る
と
、朱
彝
尊
が
慈
仁
本
を
入
手
し
た
の
は
康
煕
十
七

年
よ
り
以
前
で
あ
る
。『
詞
綜
』が
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
康
煕
十
七
年
の
三
十
卷

本
で
あ
る
が
、最
後
の
四
卷
は
汪
森
と
互
い
に
檢
討
し
て
增
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

朱
彝
尊
自
か
ら
が
編
集
し
た
の
は
前
の
二
十
六
卷
で
あ
る
。
二
十
六
卷
が
編
集
さ
れ

た
具
體
的
な
時
期
に
つ
い
て
、『
朱
彝
尊
年
譜
』
に
「『
詞
綜
』
十
八
卷
編
成
於
康
煕

己
酉
（
一
六
六
九
）、
至
壬
子
（
一
六
七
二
）
廣
爲
二
十
六
卷
、（
後
略
））32
」
と
あ
る
。
卽

ち
朱
彝
尊
が
『
詞
綜
』
を
編
集
す
る
過
程
で
、
十
八
卷
か
ら
二
十
六
卷
ま
で
增
卷
す

る
期
閒
に
お
い
て
、
未
收
錄
と
す
る
詞
集
に
は
、
も
ち
ろ
ん
彼
の
採
取
基
準
に
合
わ

な
い
た
め
收
錄
し
な
か
っ
た
詞
集
も
あ
れ
ば
、實
際
に
未
見
の
詞
集
も
あ
っ
た
。『
燕

喜
詞
』
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
卽
ち
、
朱
彝
尊
が
最
初
に
手
に
入
れ
た
慈
仁
寺
『
典

雅
詞
』
本
に
は
『
燕
喜
詞
』
が
收
錄
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
跋
典
雅
詞
」
に
「
後
予
分
纂
一
統
志
」
云
々
と
あ
る
が
、
朱
彝
尊
が
『
大

淸
一
統
志
』
の
編
纂
に
加
入
し
た
の
は
康
煕
二
十
二
年
（
一
六
八
三
）
二
月33
で
あ
り
、

そ
の
後
に
「
所
存
書
目
」
本
の
鈔
本
と
傅
君
家
藏
本
を
入
手
し
た
。「
論
及
前
刻
、掛

漏
尙
多
、
欲
謀
爲
定
本
而
卒
難
刊
改
、
思
補
輯
以
成
完
書
」（『
詞
綜
』「
補
遺
後
序
」）

を
趣
旨
と
し
、康
煕
三
十
年
（
一
六
九
一
）
に
汪
森
裘
杼
樓
に
よ
る
『
詞
綜
』
三
十
六

卷
の
增
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
初
刻
の
康
煕
十
七
年
か
ら
增
刻
の
康
煕
三
十
年
ま
で

の
十
三
年
閒
の
期
閒
に
、未
見
の
詞
集
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、朱
彝
尊
に
と
っ

て
は
今
回
の
增
刻
が
增
補
の
絕
好
の
機
會
で
あ
る
が
、
增
刻
の
內
容
に
「
發
凡
」
に

列
さ
れ
た
未
見
の
詞
集
は
僅
か
二
家
、
汪
元
量
九
首
、
蔡
柟
一
首
が
收
錄
さ
れ
て
い

る
の
み
で
あ
る
。『
燕
喜
詞
』
は
補
わ
れ
て
い
な
い
。

實
は
、『
典
雅
詞
』
十
四
種
本
及
び
八
家
詞
本
に
と
も
に
收
錄
さ
れ
て
い
て
、『
詞

綜
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
詞
集
は
『
燕
喜
詞
』
だ
け
で
は
な
い
。

『
蓮
子
居
詞
話
』
卷
一
「
知
不
足
齋
寫
本
詞
」
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

知
不
足
齋
寫
本
詞
、
竹

詞
綜
未
採
者
、
宋
曹
冠
燕
喜
詞
一
卷
、
袁
去
華
宣
卿
詞

一
卷
、
李
好
古
碎
錦
詞
一
卷
、
趙
蟠
老
拙
庵
詞
一
卷
、
元
韓
奕
韓
山
人
詞
一
卷34
。

鮑
廷
博
が
鈔
し
た
詞
目
に
據
れ
ば
、
鮑
氏
が
本
を
入
手
し
た
時
少
な
く
と
も
三
册

が
殘
さ
れ
て
い
た
が
、
現
存
す
る
の
は
後
の
二
册
の
み
で
あ
り
、
卽
ち
八
家
詞
本
で

あ
る
。
朱
彝
尊
が
未
見
の
詞
集
『
燕
喜
詞
』、
未
收
の
詞
集
『
拙
庵
詞
』、『
碎
錦
詞
』

三
種
は
「
宋
詞
鈔
本
四
」
と
い
う
一
册
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
竹

先
生

藏
本
で
あ
り
な
が
ら
、
朱
彝
尊
が
「
未
見
」
と
述
べ
た
の
は
、
朱
氏
が
「
發
凡
」
を

書
い
た
當
時
、
卽
ち
康
煕
十
七
年
あ
る
い
は
そ
の
前
に
『
燕
喜
詞
』
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
康
煕
三
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
詞
綜
』
三
十
六
卷
に
つ
い
て
は
そ
の
編

集
は
主
に
汪
森
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、「
未
見
」
詞
は
僅
か
二
家
し
か
補
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
汪
森
を
主
と
す
る
『
詞
綜
』
三
十
六
卷
の
增
刊
の
目
的
は
漏
れ
た
內

容
を
補
う
こ
と
に
あ
り
、「
未
見
」
詞
の
補
足
に
重
點
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
增
刊
に
未
見
詞
の
多
く
が
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
の
は
汪
森
が
詞
集
を
發
見

し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
先
述
し
た
國
家
圖
書
館
所
藏
の
『
宋
六
家
詞

六
卷
』
に
「
發
凡
」
の
「
未
見
」
詞
集
が
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
休
陽
汪
氏
／

裘
杼
樓
／
藏
書
印
」、「
碧
巢
／
秘

／
定
本
」
の
印
記
が
あ
る
た
め
、
汪
森
が
こ
れ

ら
の
詞
集
を
見
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
補
入
さ
れ
て
い
な
い
の
は
お
そ
ら
く
汪

森
の
採
取
基
準
と
主
旨
が
朱
彝
尊
と
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
曹
冠
の
詞
作
を
『
詞
綜
』
に
補
っ
た
の
は
『
明
詞
綜
』
の
著
者
で
あ
る

王
昶
で
あ
る
。
王
昶
は
「
發
凡
」
に
擧
げ
ら
れ
た
朱
彝
尊
の
未
見
書
に
留
意
し
、「
然
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其
凡
例
尙
稱
有
知
而
未
見
者
、
故
餘
數
十
年
來
凡
遇
宋
元
人
集
悉
心
檢
閱
、
陸
續
鈔

撮
（
然
れ
ど
も
其
の
凡
例
に
尙
お
知
り
て
未
だ
見
ざ
る
者
有
り
と
稱
す
、
故
に
餘
は
數
十
年

來
凡
そ
宋
元
人
集
に
遇
え
ば
心
を
悉
し
て
檢
閱
し
、陸
續
と
し
て
鈔
撮
す
）」（『
詞
綜
』三
十
八

卷
「
跋
」）。
そ
の
た
め
、
曹
冠
の
作
品
を
補
入
し
た
の
で
あ
る
。『
詞
綜
』
卷
三
十
七

に
「
夏
初
臨
・
淳
煕
戊
戌
（
後
略
）」、「
浣
溪
沙
・
柳
」、「
宴
桃
源
・
游
桃
源
」、「
滿

江
紅
」（
日
暖
煙
輕
）、「
喜

鶯
・
上
巳
游
碧
涵
」、「
小
重
山
」（
風

池
荷
）、「
卜
算

子
・
夢
仙
」、「
臨
江
仙
・
明
遠
樓
」
八
首
が
補
わ
れ
て
い
る35
。

（
2
）『
宋
人
詞
三
種
』
に
お
け
る
『
燕
喜
詞
』

先
述
し
た
日
本
國
會
圖
書
館
・
台
灣
國
家
圖
書
館
所
藏
の
劉
喜
海
藏
『
宋
人
詞
三

種
』
と
は
姚
述
堯
『
簫
臺
公
餘
詞
』
一
卷
、
倪

『
綺
川
詞
』
一
卷
、
曹
冠
『
燕
喜

詞
』
一
卷
と
い
う
三
種
で
あ
る
。
王
重
民
が
『
中
國
善
本
書
提
要
』
で
言
及
し
た
黃

虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』
卷
三
十
二
詞
曲
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
「
典
雅
詞
□
卷
、

姚
述
堯
簫
臺
公
餘
詞
、
倪

綺
川
詞
、
丘
崈
文
定
詞
各
一
卷36
」
で
あ
る
。
こ
の
條
の

後
に
小
字
で
「
此
目
係
盧
氏
補
」
と
の
注
が
あ
る
。
ま
た
『
宋
史
藝
文
志
補
』
に
も

次
の
よ
う
な
著
錄
が
あ
る
。

典
雅
詞
三
卷
、
姚
述
堯
簫
臺
公
餘
詞
、
倪

綺
川
詞
、
丘
崈
文
定
詞
各
一
卷37
。

『
宋
史
藝
文
志
補
』
は
倪
燦
、
黃
虞
稷
が
編
集
し
、
盧
文
弨
が
訂
正
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。『
宋
史
藝
文
志
補
』
に
「
典
雅
詞
三
卷
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
簫
臺
公
餘

詞
、
綺
川
詞
、
文
定
詞
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。『
千
頃
堂
書
目
』
に
同
樣
の
詞
集
三
種

が
盧
文
弨
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
二
書
に
記
さ
れ
て
い
る
『
典
雅

詞
』
は
同
一
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
從
っ
て
、『
千
頃
堂
書
目
』
に
あ
る
「
典
雅

詞
□
卷
」
の
闕
字
は
「
三
」
に
閒
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、『
宋
人
詞
三
種
』
所
收
の
第
三
種
は
『
燕
喜
詞
』
一
卷
で
あ
り
、『
千
頃

堂
書
目
』
及
び
『
宋
史
藝
文
志
補
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
『
文
定
詞
』
一
卷
と
異
な

る
。
こ
の
相
異
に
對
し
て
、
王
重
民
は
『
中
國
善
本
書
提
要
』
で
は
「
僅
第
三
種
不

同
、
蓋
傳
鈔
時
有
移
易
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
前
揭
の
よ
う
に
、
劉
喜
海
所
藏
の
三
種

本
の
前
二
種
『
簫
臺
公
餘
詞
』、『
綺
川
詞
』
は
半
葉
八
行
、行
十
六
字
で
あ
る
が
、『
燕

喜
詞
』
は
半
葉
八
行
、
行
十
八
字
で
あ
る
が
、『
燕
喜
詞
』
は
半
葉
八
行
、
行
十
八
字

で
あ
る
。
ま
た
三
種
の
行
款
は
既
知
の
『
典
雅
詞
』
十
四
種
、十
種
の
行
款
と
一
致
し

て
い
な
い
。『
宋
人
詞
三
種
』
に
お
い
て
劉
喜
海
は
「
朱
氏
竹

詞
綜
選
有
此
三
種
」

と
述
べ
た
が
、
前
文
で
論
じ
た
よ
う
に
、『
燕
喜
詞
』
は
『
詞
綜
』「
發
凡
」
で
既
に
未

見
書
に
屬
さ
れ
、本
文
に
も
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
詞
集
で
あ
る
。
調
べ
て
み
る
と
、『
詞

綜
』
に
採
取
さ
れ
る
『
典
雅
詞
』
本
と
一
致
す
る
詞
集
は
張
掄
『
蓮
社
詞
』
一
卷
、侯

寘
『
孄
窟
詞
』
一
卷
、
黃
公
度
『
知
稼
翁
詞
』
一
卷
、
倪

『
綺
川
詞
』
一
卷
、
姚
述

堯
『
簫
臺
公
餘
詞
』
一
卷
、
京

『
松
坡
居
士
樂
府
』
一
卷
、
丘
崇
『
文
定
公
詞
』
一

卷
、
陳
亮
『
龍
川
集
』
詞
二
卷
、
張
輯
『
東
澤
綺
語
債
』
一
卷
、
計
九
家
で
あ
る
。
こ

の
九
家
の
中
に
『
千
頃
堂
書
目
』
及
び
『
宋
史
藝
文
志
補
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
姚
述

堯
『
簫
臺
公
餘
詞
』
一
卷
、
倪

『
綺
川
詞
』
一
卷
、
丘
崇
『
文
定
公
詞
』
一
卷
が
あ

る
。
お
そ
ら
く
劉
喜
海
が
言
っ
て
い
る
の
は
こ
の
三
種
で
あ
ろ
う
。

ま
た
李
盛
鐸
『
木
樨
軒
藏
書
題
記
及
書
錄
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

『
燕
喜
詞
』
一
卷　

舊
鈔
本
（
淸
鈔
本
）

宋
曹
冠
宗
臣
撰
。
半
葉
八
行
、
行
十
八
字
。
首
長
樂
陳
髟
□
序
。
末
有
「
味
經
書

屋
」
朱
文
方
印38
。

李
盛
鐸
が
記
し
た
『
燕
喜
詞
』
一
卷
は
、行
款
や
字
數
が
『
宋
人
詞
三
種
』
本
『
燕

喜
詞
』
と
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
末
に
劉
喜
海
の
書
齋
名
で
あ
る
「
味
經
書
屋
」
の
印

記
が
あ
る
た
め
、
こ
の
『
燕
喜
詞
』
一
卷
は
劉
喜
海
の
所
藏
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

王
重
民
は
「
此
本
殆
出
於
朱
氏
從
文
淵
閣
傳
錄
之
一
册
歟
」
と
推
測
し
た
が
、『
燕

喜
詞
』
は
さ
て
お
き
、『
宋
人
詞
三
種
』
に
錄
さ
れ
た
前
二
種
の
行
款
及
び
字
數
は
既

知
の
八
家
詞
本
と
異
な
る
た
め
、『
典
雅
詞
』
本
で
は
な
い
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
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３　
『
燕
喜
詞
』
の
通
行
本

現
行
の
『
燕
喜
詞
』
は
蔣
光
煦
『
別
下
齋
叢
書
』
本
、王
鵬
運
四
印
齋
『
彙
刻
宋
元

三
十
一
家
詞
』
本
（
用
傳
鈔
本
、
據
蔣
本
改
正
）、『
叢
書
集
成
初
編
』
本
及
び
『
續
金
華

叢
書
』
本
、『
全
宋
詞
』
で
あ
る
。
そ
の
中
、『
叢
書
集
成
初
編
』
本
は
『
別
下
齋
叢
書
』

に
よ
る
影
印
で
あ
り
、『
彙
刻
宋
元
三
十
一
家
詞
』
本
は
傳
鈔
本
を
底
本
に
し
『
別
下

齋
叢
書
』
本
に
よ
っ
て
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、『
續
金
華
叢
書
』
本
は
四
印
齋

本
に
よ
る
影
印
で
あ
る
。
唐
圭
璋
の
『
全
宋
詞
』
も
四
印
齋
本
を
底
本
に
し
、
勞
權
本

に
よ
っ
て
校
勘
を
行
っ
て
い
る
。
諸
本
の
關
係
を
圖
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

傳
鈔
本
↓
四
印
齋
所
刻
本
（
據
蔣
本
改
正
）
↓
續
金
華
叢
書

　
　
　
　
　
　

→　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

傳
鈔
本
↓
別
下
齋
叢
書
↓
叢
書
集
成
初
編　

全
宋
詞
（
據
典
雅
詞
本
改
正
）

『
叢
書
集
成
初
編
』
本
の
首
に
阮
元
の
『

經
室
外
集
續
提
要
』
が
揭
げ
ら
れ
て
お

り
、
以
下
の
よ
う
な
內
容
で
あ
る
。

燕
喜
詞
一
卷
。
宋
曹
冠
撰
。
冠
字
宗
臣
、
號
雙
溪
居
士
、
東
陽
人
。
見
縣
志
。
此

本
有
淳
煕
丁
未
長
樂
陳
□
及
釣
臺
詹
效
之
二
序
、
文
云
、
檢
正
曹
公
臺
省
舊
人
、
來

游
宣
幕
。
太
守
大
監
詹
公
、
歎
賞
其
文
、
刊
諸
宣
城
學
宮
。
復
以
所
著
樂
府
、
析
爲

別
集
、
名
曰
『
燕
喜
』。
今
從
毛
氏
汲
古
閣
舊
藏
本
錄
出39
。

阮
元
が
錄
出
し
た
『
燕
喜
詞
』
一
卷
は
毛
晉
汲
古
閣
所
藏
影
宋
鈔
本
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

ま
た
王
鵬
運
は
四
印
齋
『
彙
刻
宋
元
三
十
一
家
詞
』『
燕
喜
詞
』
の
末
尾
に
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

宗
臣
詞
世

傳
本
、
僅
一
刻
于
海
昌
蔣
氏
別
下
齋
叢
書
中
。
印
行
未
廣
、
兵
燹
後

版
佚
無
存
。
近
杭
州
書
賈
倣
袖
珍
本
石
印
、譌
誤
幾
不
可
讀
。
此
傳
鈔
本
較
爲
精
整
、

閒
有
誤
字
、
據
蔣
本
改
正
、
遂
成
完
璧
。
其
中
和
歸
去
來
辭
一
首
、
非
長
短
句
體
、

或
當
時
可
被
管
弦
、
故
附
于
此
、
仍
之
目
存
舊
觀
。（
批
點
は
筆
者
に
よ
る
）40

宗
臣
の
詞
は
世
に
傳
本

く
、
僅
か
に
一
海
昌
の
蔣
氏
の
別
下
齋
叢
書
中
に
刻
せ

ら
る
る
の
み
。
印
行
未
だ
廣
か
ら
ず
し
て
、兵
燹
の
後
に
版
は
佚
し
て
存
す
る
無
し
。

近
ご
ろ
杭
州
の
書
賈
は
袖
珍
本
に
倣
い
て
石
印
す
る
も
、
譌
誤
た
り
て
幾
ん
ど
讀
む

べ
か
ら
ず
。
此
の
傳
鈔
本
は
較
や
精
整
爲
り
、
閒
ま
誤
字
有
る
も
、
蔣
本
に
據
り
て

改
正
し
、
遂
に
完
璧
と
成
る
。
其
の
中
の
和
歸
去
來
辭
の
一
首
は
、
長
短
句
の
體
に

非
ざ
る
も
、
或
は
當
時
管
弦
に
被
ら
し
む
べ
し
、
故
に
此
に
附
す
、
之
に
依
り
目
舊

觀
を
存
す
。

『
燕
喜
詞
』
に
は
既
知
の
限
り
で
は
次
の
鈔
本
が
あ
る41
。

毛
晉
汲
古
閣
影
宋
本　
　
　
　
　
（
靜
嘉
堂
文
庫
所
藏
）

阮
元
錄
毛
氏
汲
古
閣
舊
藏
本　
　
（「

經
室
外
集
續
提
要
」（『
叢
書
集
成
初
編
』
本
））

丁
丙
鈔
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
京
圖
書
館
所
藏
）

繆
荃
孫
鈔
本
（
日
本
國
會
圖
書
館
・
京
大
人
文
科
學
硏
究
所
・
台
灣
國
家
圖
書
館
所
藏

（
マ
イ
ク
ロ
）」

勞
權
鈔
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
）

宋
八
家
詞
八
種
本　
　
　
　
　
　
（
中
國
國
家
圖
書
館
）

劉
喜
海
鈔
本　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
國
會
圖
書
館
・
台
灣
國
家
圖
書
館
所
藏
）

韓
應
陛
跋
黃
丕
烈
舊
藏
影
宋
本　
（
台
灣
國
家
圖
書
館
所
藏
）

現
存
す
る
『
燕
喜
詞
』
の
版
本
で
は
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、『
別
下
齋
叢

書
』
本
、
四
印
齋
『
彙
刻
宋
元
三
十
一
家
詞
』
本
、『
續
金
華
叢
書
』
本
、『
全
宋
詞
』

本
、『
叢
書
集
成
初
編
』
本
で
あ
る
。『
別
下
齋
叢
書
』
本
『
燕
喜
詞
』
及
び
四
印
齋
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詞調 小序・內容 四印齋本 別下齋本 三種本 注記
鳳棲梧 尋芳飮於小園・元名

蝶戀花
尋芳飮於小園 尋芳飮於小園・元名

蝶戀花
尋芳飮於小園・元名
蝶戀花

四印齋本無「元名蝶
戀花」

賞花對月 賞花對月 賞花醉月 賞花對月 別下齋本作「醉」
風入松 雙溪閣觀水

春鋤鷺也掠水 春鋤掠水 春鋤鷺也掠水 春鋤鷺也掠水
四印齋本無「鷺也」

供吟毫 供吟毫 任吟毫 供吟毫 別下齋本作「任」
喜朝天 綺霞閣卽踏莎行 卽踏莎行

綺霞閣
綺霞閣卽踏莎行 綺霞閣卽踏莎行 四印齋本小序の順番

異
和陶淵明歸
去來詞

莢駑蹇而欲追 笑駕蹇（別作策駑）
而欲追

策駑蹇而欲追 莢駑蹇而欲追 （別作策駑）爲王夾注

聽嚶鳴之關關 聽嚶（別作鶯）鳴之
關（別作閒）關

聽鶯鳴之閒關 聽嚶鳴之關關 （別作鶯）（別作閒）
爲王夾注

容萬象於度內 容萬象於庭（別作度）
內

容萬象於度內 容萬象於度內 （別作度）爲王夾注

念奴嬌 蜀川三峽
女恥求媒

仙（別無仙字）女恥
求媒 女恥求媒 女恥求媒

（別無仙字）
爲王夾注

念奴嬌 詠中秋月
如晝

如畫（別作晝）
如晝 如晝

（別作晝）爲王夾注

西江月 示忠彥
叢桂吐淸芬 叢桂吐淸芬 叢桂唾淸芬 叢桂吐淸芬

別下齋本爲「唾」

水調歌頭 游三洞
揮翰筆通神
四序景常新

揮翰墨（別作筆）通
神
四序景常新

揮翰筆通神
回序景嘗新

揮翰筆通神
回序景常新

（別作筆）爲王夾注、
別下・三種本異

蘭陵王 涵碧
綵筆題石 彩筆題石 綵筆題石 綵筆題石

四印齊本「彩」字異

驀山溪 乾道戊子日游涵碧 乾道戊子秋游涵碧 乾道戊子秋日游涵碧 乾道戊子日游涵碧 別下齋本・三種本同
乘興約登臨 乘興約登臨 乘興約同臨 乘興約登臨 別下齋本異

水龍吟 梅
碧瓊枝痩 碧瓊枝痩 碧瓊扶痩 碧瓊枝痩

別下齋本作「扶」「峰」

遊蜂戲蝶 遊蜂戲蝶 遊峰戲蜨 遊蜂戲蝶 別下齋本「蜨」字異
滿江紅 淳煕丁酉

淸節無瑕
淸潔（別作節）無瑕

淸節無瑕 淸節無瑕
四印齋本作「潔」

滿江紅 日暖煙輕
池光弄碧

池光靑（別作弄）碧
池光弄碧 池光弄碧

（別作弄）爲
王夾注

邀賓排日去尋芳 邀賓明（別作排）日
去尋芳

邀賓排日去尋芳 邀賓排日去尋芳 （別作排）爲王夾注

桂飄香 元和花心動
橫碧煙霏斂 橫碧煙霏斂 橫碧煙飛斂 橫碧煙霏斂

別下齋本作「飛」

喜遷鶯 上巳遊涵碧
蕙蘭香吐 蕙蘭香吐 蕙蘭香唾 蕙蘭香吐

別下齋本作「唾」

硝遍 吾與子樂之興襄羊 吾與子樂之興徜徉 吾與子樂之興襄羊 吾與子樂之興襄羊 四印齋本作「徜徉」
滿庭芳 榴艶噴紅

情何感君 情何憾君 情何感君 情何感君
四印齋本作「憾」

望海潮 紹興府西園席上 末句　輿頌美龔黃 前 　輿頌美龔黃 末句　輿頌美龔黃 別下齋本分前後
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『
典
雅
詞
』
及
び
『
燕
喜
詞
』
諸
本

577

に
用
い
ら
れ
た
傳
鈔
本
に
つ
い
て
他
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
異
同
を
探
究
し
て

い
き
た
い
。

な
お
、
表
に
お
け
る
詞
調
及
び
小
序
・
內
容
の
部
分
は
毛
晉
汲
古
閣
影
宋
本
よ
り

錄
す
。
注
記
の
「
王
夾
注
」
は
王
鵬
運
四
印
齋
本
に
あ
る
夾
注
を
指
す
。

別
下
齋
本
の
底
本
は
判
斷
で
き
な
い
が
、
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
別
下
齋
本
は

ほ
か
の
諸
本
と
比
較
す
る
と
少
し
文
字
上
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
大
き
な
差
異
は

な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
燕
喜
詞
』
所
收
の
最
後
の
一
首
「
望
海
潮
・
紹
興
府
西

園
席
上
」
は
殘
っ
て
い
る
の
は
前

の
み
で
あ
る
が
、
別
下
齋
本
が
詞
句
の
「
輿
頌

美
龔
黃
」
の
「
輿
」
字
前
に
空
格
を
空
け
、
前
後

に
分
け
て
い
る
。
王
鵬
運
は
該

詞
の
末
尾
に
夾
注
で
「
按
此
調
佚
後
半

蔣
刻
於
輿
字
分
段
恐
誤
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
ま
さ
に
そ
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
表
に
擧
げ
た
よ
う
に
王
鵬
運
は
別
下
齋
本

を
用
い
て
傳
鈔
本
『
燕
喜
詞
』
に
校
訂
を
加
え
た
が
、
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
數
箇
所

が
殘
っ
て
い
る
。
ま
た
、
王
氏
が
持
っ
て
い
た
傳
鈔
本
は
文
字
の
相
異
か
ら
論
じ
て

き
た
諸
鈔
本
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
表
の
注
記
に
擧
げ
た
「
四
印

齋
本
作
」
と
い
う
部
分
は
卽
ち
他
鈔
本
と
異
な
る
箇
所
で
あ
る
。

王
鵬
運
が
詞
集
の
校
刻
を
始
め
た
の
は
光
緖
七
年
（
一
八
八
一
）
で
あ
り
、『
四
印

齋
所
刻
詞
』
が
成
書
す
る
ま
で
二
十
四
年
閒
を
經
て
い
た
。
そ
の
過
程
で
、『
宋
元

三
十
一
家
詞
』
が
彙
刻
さ
れ
た
の
は
光
緖
十
九
（
一
八
九
三
）
年
で
あ
る
。
卽
ち
、四

印
齋
『
宋
元
三
十
一
家
詞
』
が
刻
さ
れ
る
前
に
、
毛
晉
汲
古
閣
影
宋
本
、
阮
元
鈔
本

（
汲
古
閣
本
か
ら
鈔
出
）、
劉
喜
海
鈔
本
、
八
家
詞
本
、
勞
鈔
本
、
韓
應
陛
鈔
本
（
繆
荃

孫
鈔
本
及
び
丁
丙
鈔
本
の
抄
錄
時
期
不
明
）『
燕
喜
詞
』
は
既
に
存
在
し
た
が
、
王
氏
が

傳
鈔
本
を
底
本
に
し
、
別
下
齋
本
を
用
い
て
校
勘
を
行
っ
た
の
は
、
晩
淸
に
な
っ
て

『
燕
喜
詞
』
の
傳
本
が
少
な
く
な
り
、王
氏
は
上
記
の
鈔
本
を
見
ら
れ
な
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
そ
の
う
え
、
坊
閒
に
流
傳
し
た
版
本
は
「
譌
誤
幾
不
可
讀
」、
そ
の
た
め
、

手
元
に
あ
る
傳
鈔
本
を
底
本
に
し
、
海
昌
蔣
氏
別
下
齋
叢
書
を
校
勘
に
用
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
現
存
す
る
宋
代
の
詞
集
『
典
雅
詞
』
の
諸
本
、
及
び
主
に
そ
の
中
の
一
つ

で
あ
る
南
宋
の
曹
冠
が
著
し
た
『
燕
喜
詞
』
に
つ
い
て
檢
討
し
て
き
た
。『
燕
喜
詞
』

は
毛
晉
汲
古
閣
影
宋
鈔
本
及
び
勞
權
鈔
本
、
劉
喜
海
本
な
ど
が
あ
る
が
、
北
京
國
家

圖
書
館
で
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
い
ま
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
宋
八
家
詞

八
卷
』
本
（
正
確
に
は
九
家
詞
九
卷
）
は
實
際
は
朱
彝
尊
の
藏
本
で
あ
り
、
勞
鈔
本
の

底
本
で
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
同
じ
く
北
京
國
家
圖
書
館
所
藏
の

『
宋
六
家
詞
六
卷
』
の
藏
書
印
か
ら
『
六
家
詞
』
本
が
か
つ
て
汪
森
に
所
藏
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
『
詞
綜
』
三
十
六
卷
の
增
刊
及
び
汪
森
の
詞
學
硏
究
に

お
い
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
『
燕
喜
詞
』
本
は
主
に
王
鵬
運
の
『
四
印
齋
所
刻
詞
』
本

に
基
づ
い
て
い
る
が
、
諸
本
を
校
勘
す
る
こ
と
で
、
王
鵬
運
が
用
い
た
傳
鈔
本
は
他

鈔
本
と
文
字
上
の
異
同
が
あ
る
た
め
、
も
と
も
と
底
本
に
し
た
鈔
本
は
別
系
統
な
の

か
、
あ
る
い
は
流
傳
過
程
で
文
字
の
變
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
淸
末
に
な
っ
て
既
に
稀
覯
本
に
な
っ
た
『
燕
喜
詞
』
は
、
現
在
で
は
各

地
の
藏
書
機
關
で
淸
末
以
前
の
鈔
本
、
毛
晉
汲
古
閣
本
、
竹

先
生
藏
本
な
ど
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
版
本
流
傳
上
に
お
い
て
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。注①　

趙
萬
里
『
校
輯
宋
金
元
人
詞
』、
台
聯
國
風
出
版
社
、
一
九
三
一
年
。
一
九
七
二
年

重
刊
。

②　

祝
尙
書
『
宋
人
總
集
叙
錄
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
。
第
三
四
三
頁
。

③　

吳
熊
和
『
唐
宋
詞
通
論
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。
第
三
二
〇
頁
。

④　

中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
勞
權
鈔
本
『
典
雅
詞
』
十
種
本
。『
文
淵
閣
書
目
』
に
「
諸

家
宴
喜
詞
三
十
册
」
と
あ
り
、
朱
彝
尊
の
所
述
と
異
な
る
。
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⑤　

趙
萬
里
『
校
輯
宋
金
元
人
詞
』、
台
聯
國
風
出
版
社
、
一
九
三
一
年
。
一
九
七
二
年

重
刊
。

⑥　
『
永
樂
大
典
』
第
五
册
卷
一
〇
九
九
九
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
。
第
四
五
七
八

頁
。

⑦　

村
上
哲
見
「
日
本
收
藏
詞
籍
善
本
解
題
叢
編
類
」（『
第
一
届
詞
學
國
際
硏
討
會
論
文

集
）、
一
九
九
四
年
十
一
月
）。

⑧　

鄧
子
勉
『
宋
金
元
詞
籍
文
獻
硏
究
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。
第
六
頁
。

⑨　

鄧
子
勉
『
宋
金
元
詞
籍
文
獻
硏
究
』、
第
十
頁
。

⑩　

勞
權
所
錄
の
跋
文
は
朱
彝
尊
『
曝
書
亭
集
』
卷
三
十
四
「
跋
典
雅
詞
」
と
文
字
の
出

入
り
が
あ
る
。

⑪　

傅
增
湘
『
藏
園
羣
書
經
眼
錄
』
卷
十
九
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
。
第

一
五
九
三
、
一
五
九
四
頁
。

⑫　

淸
・
莫
友
芝
撰
、
傅
增
湘
訂
補
『
增
園
訂
補

亭
知
見
傳
本
書
目
』
に
卷
十
六
下
、

中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
。
第
六
八
頁
。

⑬　

芳
村
弘
道
「
臺
灣
中
央
硏
究
院
傅
斯
年
圖
書
館
所
藏
の
稿
本
『
錢
注
杜
詩
』
に
つ
い

て

―
李
爽
氏
「〝
錢
牧
齋
杜
注
寫
本
〞
考
」
補
遺
」、『
學
林
』
第
六
十
四
號
、
中
國

藝
文
硏
究
會
、
二
〇
一
七
年
。
四
十
五
頁
。

⑭　

溥
增
湘
撰
・
王

整
理
『
藏
園
羣
書
校
勘
跋
識
錄
』
下
、『
書
目
題
跋
叢
書
』、
中
華

書
局
、
二
〇
一
二
年
。
第
八
三
六
頁
。

⑮　

王
文
進
『
文
祿
堂
訪
書
記
』、
廣
文
書
局
、
一
九
六
七
年
。
第
五
二
八
、
五
二
九
頁
。

⑯　

翁
連
溪
編
校
『
中
國
古
籍
善
本
總
目
』
第
六
册
、
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
五
年
。
第

一
八
四
五
頁
。

⑰　

張
乃
熊
『
菦
圃
善
本
書
目
』、
廣
文
書
局
、
一
九
六
九
年
。
第
一
〇
二
頁
。

⑱　
『
竹

行

書
目
』、『
中
國
歴
代
書
目
題
跋
叢
書
』
第
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
。
第
三
八
二
頁
。

⑲　

鄧
子
勉
『
宋
金
元
詞
籍
文
獻
硏
究
』、
第
十
三
、
十
四
頁
。

⑳　

王
重
民
『
中
國
善
本
書
提
要
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。
第
六
八
三
頁
。

㉑　

立
命
館
大
學
所
藏
康
煕
十
七
年
汪
森
裘
杼
樓
刻
三
十
年
增
刻
本
（
三
十
六
卷
）、
立

命
館
大
學
西
園
寺
文
庫
所
藏
亦
齋
同
治
四
年
刊
本
（
三
十
八
卷
）
を
參
照
す
る
。

㉒　

王
兆
鵬
『
宋
代
文
學
傳
播
探
源
』、
武
漢
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。
第
三
六
四

〜
第
三
六
六
頁
。

㉓　

靜
嘉
堂
文
庫
所
藏
毛
晉
汲
古
閣
影
宋
本
『
典
雅
詞
』。

㉔　

陳
振
孫
『
直
齋
書
錄
解
題
』、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。
第
七
四
八
頁
。

㉕　

唐
圭
璋
『
全
宋
詞
』、
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
。
第
一
五
三
四
頁
。

㉖　

台
灣
國
家
圖
書
館
の
檢
索
に
據
る
。

㉗　
『
天
津
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
中
、
二
〇
〇
八
頁
。
第
七
三
四
頁
。

㉘　
『
八
千
卷
樓
書
目
』
卷
二
〇
、『
海
王
邨
古
籍
書
目
題
跋
叢
刊
』
第
四
册
、
中
國
書

店
、
二
〇
〇
八
年
。
第
三
三
四
頁
。

㉙　

淸
・
曹
寅
『
棟
亭
書
目
』
十
六
卷
（
國
家
圖
書
館
藏
鈔
本
）、
林
夕
主
編
、
煮
雨
山

房
輯
『
中
國
著
名
藏
書
家
書
目
匯
刊
』
第
十
五
册
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
五
年
。
第

二
七
八
頁
。

㉚　

淸
・
陸

『
佳
趣
堂
書
目
』
不
分
卷
（
國
家
圖
書
館
藏
長
洲
章
氏
四
當
齋
鈔
本
）、

『
中
國
著
名
藏
書
家
書
目
匯
刊
』
第
二
十
一
册
。
第
一
三
二
頁
。

㉛　

張
宗
友
『
朱
彝
尊
年

』、
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。
第
二
二
三
頁
。

32　

張
宗
友
『
朱
彝
尊
年

』、
第
二
二
四
頁
。

33　

張
宗
友
『
朱
彝
尊
年

』、
第
二
九
四
頁
。

34　
『
詞
話
叢
編
』
第
三
册
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
。
第
二
四
〇
六
頁
。

35　

立
命
館
大
學
圖
書
館
西
園
寺
文
庫
所
藏
、
同
治
四
年
秋
重
校
亦
西
齋
本
。

36　

黃
虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』、
廣
文
書
局
、
一
九
六
七
年
。
第
七
九
〇
頁
。

37　
『
宋
史
藝
文
志
・
補
・
附
編
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
五
七
年
。
二
六
四
頁
。

38　

李
盛
鐸
著
・
張
玉
範
整
理
『
木
樨
軒
藏
書
題
記
及
書
錄
』、
北
京
大
學
出
版
社
、

一
九
八
五
年
。
第
三
八
一
頁
。

39　

阮
元
『
四
庫
未
收
書
提
要
』
に
『

經
堂
外
集
』
卷
一
に
「
燕
喜
詞
一
卷
提
要
」
と

あ
る
。『
四
部
叢
刊
初
編
』
本
同
。

40　
『
四
印
齋
所
刻
詞
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。
第
七
五
九
頁
。

41　

本
文
「
一　
『
典
雅
詞
』
の
鈔
本
」
を
參
照
。

（
立
命
館
ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
機
構
専
門
研
究
員
）


